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〒８０３-０８１３ 北九州市小倉北区城内2番3号

講演会に行ってきました
日付 主催者・会場等

八幡西区黒崎市民センター
（八幡西区小地区公民館第１ブロック研修会）

若松中央市民センター（一人暮らし年長者ふれあい交歓会）

丸善リバーウォーク北九州店（丸善とのコラボイベント）

松本清張記念館（北九州市立大学留学生）

北九州市立周防学舎（ふるさとの文化コース）

北九州市立こども図書館（ビジネス支援講演会でのクロストーク）

小倉リーセントホテル（北九州総合デザイナー協会）

北九州市立周防学舎（生活情報コース）

若松区石峯公民館（石峯サロン）

北九州市商工会議所（北九州市商工会議所　正・副会頭会議）

松本清張記念館（九州ブロック教職員互助会）

旧門司税関（朝日新聞西部本社発刊９０周年記念講演会）

北九州市東京事務所（東京での出張講演）

アートホテル小倉ニュータガワ
（九州ブロック民生委員・児童委員関係事業会議情報交換会）

門司区藤松市民センター（市民センター講座）

八幡西区赤坂市民センター（生涯学習講座）
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バ
ー
の
女
給
、
潮
田
芳
子
は
「
連
載
中

の
小
説
『
野
盗
伝
奇
』
が
面
白
そ
う
だ
か

ら
」
と
書
い
た
手
紙
と
前
金
を
甲
信
新
聞

社
に
送
り
、
購
読
の
申
し
込
み
を
し
た
。

数
日
後
、
芳
子
の
も
と
に
作
者
の
杉
本

隆
治
か
ら
、
購
読
へ
の
御
礼
の
葉
書
が
届
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
芳
子
は
小
説
が
つ
ま

ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
理
由
で
新
聞
購
読
を
や

め
て
し
ま
う
。

杉
本
に
は
、
小
説
が
だ
ん
だ
ん
面
白
く
な
っ

て
き
た
と
い
う
自
負
が
あ
り
、
購
読
を
開
始
し

た
理
由
が
他
に
あ
る
と
に
ら
ん
で
芳
子
が
購
読

を
始
め
た
回
の
新
聞
か
ら
丹
念
に
見
て
い
っ

た
。
す
る
と
、「
臨
雲
峡
で
男
女
の
心
中
死
体
が

発
見
さ
れ
た
。
男
は
東
京
の
某
デ
パ
ー
ト
警
備

課
員
庄
田
咲
次
、
女
は
同
店
員
福
田
梅
子
と
判

明
し
た
。」
と
い
う
記
事
を
見
つ
け
た
。
興
味
を

も
っ
た
杉
本
は
探
偵
に
調
査
を
依
頼
し
た
。
報

告
書
に
は
庄
田
と
芳
子
が
情
人
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
杉
本
は
芳
子
が
心

中
事
件
に
関
係
し
て
い
る
と
疑
い
、
芳
子
に
揺

さ
ぶ
り
を
か
け
る
。
あ
る
時
、
杉
本
と
芳
子
、
そ

し
て
杉
本
が
懇
意
に
し
て
い
る
婦
人
編
集
者
の

田
坂
ふ
じ
こ
の
３
人
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
が
…
…
…
。

（
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友
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杉
本
隆
治
は
、

危
険
な
期
待
に
、

神
経
が
針
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

松本清張研究奨励事業
入選企画決定

27第 回

入選者

松本清張の作品世界における「無宿人」の眼差し
　　　――「疎外された層」の表象をめぐる比較文学的考察

（専修大学文学部教授）

肖瀟
松本清張ミステリーにおける女性探偵の人物造形

（名古屋大学人文学研究科博士後期課程２年）

中垣　恒太郎

「
地
方
紙
を
買
う
女
」
収
録
　『
白
い
闇
』　
昭
和
32
（
1
9
5
7
）
年
　
角
川
小
説
新
書

ミニ企画展

松本清張と芥川龍之介
ミニ企画展

松本清張と芥川龍之介

青年期、松本清張は芥川龍之介の作品を愛読し、影響を受けた
ことを『半生の記』などに書いています。それらの文章から、清張
の芥川への眼差しを紹介。また清張が実際に手に取り、読んだと
される小野家所蔵の芥川全集も展示しています。

毎月１回、古賀館長と地域の音楽家や朗読
家など有志があつまり、企画展示室やSEICHO
カフェにて開催しています。松本清張作品に関
連づけた楽曲の演奏や歌唱、清張作品の朗読
などに多くの方が参加されました。

朗読・ミュージック・おしゃべりサロン

地域作品コーナーを
設置しました。
北九州地域を舞台とした清張作品を紹介するコーナーを常設

展示室内に開設しました。
清張作品を文章でたどり、作品の背景やそれらの舞台がどの

ような変化を遂げているかを紹介しています。

令和７年６月２６日（木）、東京都有楽町「東京交通会館」内の北九州
市東京事務所で古賀館長が講演
を行いました。東京での講演は初
めてとなります。清張の人となり
や作品を説明し、最後にオカリナ
を演奏しました。オカリナ独特の
柔らかい音色に、参加した皆様は
神妙に聞き入っておられました。

北九州市東京事務所で講演をしました

こ
れ
か
ら
何
か
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。現在入手しやすい本

『張込み 傑作短編集（五）』 新潮文庫
『松本清張傑作短篇コレクション（上）』文春文庫

　例年8月に開館記念講演会を実施しておりましたが、今年度は
２月２２日にミステリー作家の方々をお招きしてトークショーを開催
することになりました。ぜひ北九州市に足をお運びください。
　また、９月２０日から特別企画展「軍都の風景と占領
の影 松本清張の戦前・戦後」を開催しております。
皆様のご来館を心よりお待ちしています。(Y.K)

編集後記
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ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
へ

古
代
出
雲
に
存
在
し
た

　
　
　
　
　
　
　
ス
サ
ノ
ヲ
の
本
源
的
神
話

『
出
雲
国
風
土
記
』に
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
の
検
討

『
出
雲
国
風
土
記
』に
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
神
の
神
話

『
出
雲
国
風
土
記
』に
見
え
る
ス
サ
ノ
ヲ
及
び

御
子
神
の
神
話
成
立
の
歴
史
的
背
景

次
に
、ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
神
の
神
話
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

ま
ず
、『
出
雲
国
風
土
記
』（
以
下
同
）意
宇
郡
大
草
郷
条
で
す
。こ

の
地
に
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
で
あ
る
ア
ホ
ハ
タ
サ
ク
サ
ヒ
コ
が
い

た
の
で「
大
草
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。「
青
幡
」と
は
青
々
と
し

た
山
、「
佐
久
佐
」に
は
幸
草
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、島
根
郡
山
口
郷
条
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
、ツ
ル
ギ

ヒ
コ
と
い
う
の
が
登
場
し
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、島
根
郡
方
結
郷
条
で
す
。方
結
郷
は
、島
根
半
島
の

美
保
関
の
近
く
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
の
ク
ニ
オ
シ
ワ
ケ
が
こ
こ

は「
国
形
宜
し
」と
言
わ
れ
た
。だ
か
ら
、方
結
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。こ
の
ク
ニ
オ
シ
ワ
ケ
の「
ク
ニ
ヲ
シ
」に
は「
国
を
ヲ
ス
」、

す
な
わ
ち
統
治
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、秋
鹿
郡
恵
曇
郷
条
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
、イ
ワ

サ
カ
ヒ
コ
が
、「
国
の
形
は
描
か
れ
た
鞆
に
似
て
い
る
。私
の
宮
は
こ

こ
に
造
ろ
う
」と
言
っ
た
。だ
か
ら
、こ
の
地
を
恵
伴
と
い
う
。こ
の

イ
ワ
サ
カ
ヒ
コ
は
、「
磐
坂
」で
す
か
ら
神
と
交
流
す
る
磐
座
が
連
想

さ
れ
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、秋
鹿
郡
多
太
郷
条
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
、ツ
キ

キ
ネ
ト
ヲ
ニ
ル
ヒ
コ
が
こ
こ
を
巡
行
し
た
と
き
に
、心
が
晴
れ
晴
れ

と
明
る
く
、穢
れ
の
な
い
正
し
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
、こ
の
地
が

多
太
郷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
、神
門
郡
八
野
郷
条
で
す
。八
野
郷
に
は
、ス
サ
ノ
ヲ
の

御
子
の
ヤ
ノ
ノ
ワ
カ
ヒ
メ
が
い
て
、オ
オ
ナ
ム
チ
が
娶
ろ
う
と
し
た

と
い
う
。さ
ら
に
、神
門
郡
滑
狭
郷
条
で
す
。滑
狭
郷
は
、ス
サ
ノ
ヲ

の
御
子
、ワ
カ
ス
セ
リ
ビ
メ
が
い
て
、こ
の
女
神
も
オ
オ
ナ
ム
チ
と

関
係
を
結
ん
で
い
た
と
い
う
。

続
き
ま
し
て
、大
原
郡
高
麻
山
条
で
す
。高
麻
山
の
由
来
は
、ス
サ

ノ
ヲ
の
御
子
、ア
ホ
ハ
タ
サ
ク
サ
ヒ
コ
が
こ
の
山
の
上
に
麻
を
蒔
い

た
の
だ
と
い
う
。麻
を
植
え
る
神
は
、同
時
に「
野
」を
開
発
す
る
神

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、『
出
雲
国
風
土
記
』に
見
え
る
御
子
神
達
も
ス
サ
ノ

ヲ
の
国
作
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。「
国
作
り
」の
中
で
、植
林

の
役
割
を
ア
オ
ハ
タ
サ
ク
サ
ヒ
コ
が
分
掌
し
、武
力
に
よ
る
制
圧
の

役
割
を
ツ
ル
ギ
ヒ
コ
が
分
掌
し
、ク
ニ
ヲ
シ
ワ
ケ
は
統
治
に
関
す
る

権
能
を
分
掌
し
た
。す
な
わ
ち
、ス
サ
ノ
ヲ
の「
国
作
り
」は
御
子
神

達
と
の
共
同
作
業
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、『
出
雲
国
風
土
記
』の
ス

サ
ノ
ヲ
神
話
の
語
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

令
和
7
年
6
月
7
日（
土
）

会 

場  

東
京
学
芸
大
学

参
加
者 

40
名

松
本
清
張
研
究
会
・
第
49
回
研
究
発
表
会

で
は
、本
来
、出
雲
に
お
け
る
国
作
り
の「
主
役
」で
あ
っ
た
ス
サ

ノ
ヲ
が
、ど
う
し
て『
出
雲
国
風
土
記
』に
お
い
て「
主
役
」と
な
ら
ず
、

オ
ホ
ナ
ム
チ
、す
な
わ
ち
出
雲
大
社
に
今
日
祀
ら
れ
て
い
る
オ
オ
ク

ニ
ヌ
シ
が「
天
下
造
ら
し
し
大
神
」と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、ス
サ
ノ
ヲ
が『
出
雲
国
風
土
記
』だ
け
で

は
な
く
、『
古
事
記
』や『
日
本
書
紀
』と
い
っ
た
王
権
神
話
の
中
で
も

重
要
な
位
置
を
し
め
る
と
い
う
点
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
が
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ

ロ
チ
を
退
治
し
た
後
に
、最
終
的
に
草
薙
剣
は
天
照
大
御
神
に
献
上

さ
れ
ま
す
。出
雲
に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
及
び
御
子
神
の
神
話
の
形
成

は
、古
代
王
権
と
の
関
わ
り
を

視
野
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。さ
て
、ヤ
マ

タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
神
話
の
中
に

物
部
氏
と
関
わ
り
を
持
つ
も
の

が
存
在
し
ま
す
。『
日
本
書
紀
』

の
神
代
第
八
段
一
書
第
二
に
よ

る
と
、素
戔
嗚
尊
が
安
芸
国
の

可
愛
の
川
上
に
降
り
ま
す
。そ

こ
で
ヲ
ロ
チ
退
治
を
し
て
、稲

田
媛
を
出
雲
国
の
簸
の
川
上
に

遷
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。さ

て
、ヲ
ロ
チ
の
尾
か
ら
出
た
草

薙
剣
は
尾
張
に
あ
り
ま
す
が
、一
方
、ヲ
ロ
チ
を
斬
っ
た
剣
に
つ
い
て

は
、「
此
は
今
石
上
に
在
す
」と『
日
本
書
紀
』に
書
か
れ
て
い
る
。つ

ま
り
ヲ
ロ
チ
を
斬
っ
た
剣
は
石
上
に
あ
る
と
い
う
の
で
す
。こ
こ
で

想
起
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、石
上
神
宮
が
物
部
氏
に
深
く
関

わ
る
神
社
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

物
部
氏
と
出
雲
と
の
関
係
で
す
が
、『
日
本
書
紀
』崇
神
六
十
年
七

月
己
酉
条
を
見
ま
す
と
、物
部
氏
の
同
族
の
矢
田
部
造
の
遠
祖
武
諸

隅
が
出
雲
に
遣
わ
さ
れ
、出
雲
大
神
の
宮
に
あ
る
神
宝
が
天
皇
に
献

上
さ
れ
ま
す
。ま
た
、『
日
本
書
紀
』垂
仁
二
十
六
年
八
月
庚
辰
条
を

み
る
と
、出
雲
の
神
宝
を
物
部
氏
に
掌
ら
せ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。物
部
氏
が
出
雲
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
え
ず
、ス

サ
ノ
ヲ
及
び
御
子
神
の
信
仰
が
出
雲
全
域
に
広
が
っ
た
際
に
物
部

氏
が
果
た
し
た
役
割
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、出
雲
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
勢
力
と
し
て
、蘇
我
氏
の

存
在
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。装
飾
大
刀
の
柄
は
、出
雲

の
東
部
で
は
双
龍
環
頭
大
刀
で
す
。こ
れ
は
舶
載
系
で
蘇
我
氏
と
結

び
つ
く
。一
方
、西
部
の
太
刀
は
円
筒
で
す
。こ
れ
は
倭
風
で
物
部
氏

と
関
係
し
て
い
る
。最
終
的
に
は
用
明
天
皇
没
後
に
起
き
た
蘇
我
物

部
戦
争
で
蘇
我
氏
が
勝
利
し
た
た
め
、出
雲
東
部
の
勢
力
が
出
雲
全

体
を
統
一
し
、出
雲
国
造
に
就
任
し
た
と
い
う
考
え
方
が
、地
元
の

研
究
者
の
間
で
は
一
般
的
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

点
を
踏
ま
え
る
と
、当
初
、出
雲
全
域
に
広
が
っ
て
い
た
ス
サ
ノ
ヲ

及
び
御
子
神
の
神
話
に
か
ぶ
さ
る
形
で
、新
た
に
出
雲
国
造
に
よ
っ

て
、オ
ホ
ナ
ム
チ
を
頂
点
と
す
る「
天
下
造
ら
し
し
大
神
」の
神
話
が

成
立
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

「
出
雲
大
神
の
宮
」の
神
宝
の
検
校
を
物
部
氏
の
同
族
が
行
っ
た

こ
と
は
先
に
述
べ
ま
し
た
。こ
の「
出
雲
大
神
の
宮
」は
杵
築
大
社
を

指
す
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。と
す
る
と
、杵
築
大
社
の
祭
神
は
、

最
初
、ス
サ
ノ
ヲ
で
、後
に
オ
ホ
ナ
ム
チ
へ
と
転
じ
た
可
能
性
が
あ

る
。『
日
本
書
紀
』に
よ
れ
ば
、斉
明
朝
に
入
っ
て
、出
雲
国
造
に
よ
り

「
神
の
宮
」の
修
造
が
な
さ
れ
ま
す
。そ
の
際
に
、杵
築
大
社
の
祭
神

が
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。こ
の
祭
神
の
変
化
の
背
景
に
は
対
外
関
係
の
緊
張
が

あ
り
、「
治
天
下
大
王
」（
天
下
を
治
め
る
大
王
）に
対
応
す
る
形
で『
出

雲
国
風
土
記
』に
見
え
る「
所
造
天
下
大
神
」（
天
下
を
造
っ
た
大
神
）

が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。

注
目
す
べ
き
は
、清
張
先
生
が
、記
・
紀
神
話
の
前
提
と
な
る
ス
サ

ノ
ヲ
の
本
源
的
神
話
の
存
在
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

今
回
の
研
究
で
は
、『
出
雲

国
風
土
記
』に
見
え
る
ス
サ

ノ
ヲ
及
び
御
子
神
に
関
わ
る

神
話
の
分
析
を
通
し
て
、『
古

事
記
』や『
日
本
書
紀
』の
神

話
成
立
以
前
に
、古
代
出
雲

に
存
在
し
た
ス
サ
ノ
ヲ
の
本

源
的
神
話
に
迫
り
ま
す
。

松
本
清
張
先
生
は
、『
風
土

記
』に
も
深
い
関
心
を
持
ち

研
究
を
さ
れ
、『
私
説
古
風
土

記
』（
平
凡
社
、1
9
7
7
年
）

を
お
書
き
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、清
張
先
生
は『
出
雲
国
風
土
記
』の
神
話
に
登
場
す
る
ス

サ
ノ
ヲ
に
言
及
し
、出
雲
地
方
の
土
地
神
で
あ
る
と
と
も
に
、大
和

朝
廷
の
根
幹
を
な
す
種
族
よ
り
も
前
に
列
島
に
居
住
し
て
い
た
イ

ヅ
モ
系
部
族
の
共
同
祖
的
な
神
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。そ
の

上
で
、ス
サ
ノ
ヲ
は
後
か
ら
大
和
に
侵
入
し
て
き
た
部
族
に
も
そ
の

名
が
知
ら
れ
て
い
た
が
故
に
、記
・
紀
神
話
に
お
い
て「
高
天
原
と
出

雲
を
つ
な
ぐ
狂
言
回
し
の
役
」を
担
わ
さ
れ
、高
天
原
で
は「
悪
神
」、

出
雲
国
に
降
り
て
来
て
か
ら
は「
英
雄
的
善
神
」に
さ
れ
た
と
指
摘

と
と
も
に
備
後
地
方
か
ら
流
入
い
た
し
ま
す
。斐
伊
川
流
域
か
ら
出

土
し
て
お
り
、備
後
か
ら
斐
伊
川
に
至
る
ル
ー
ト
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
な
考
古
学

的
成
果
を
参
照
し
ま
す
と
、出
雲
と
備
後
が
交
流
す
る
よ
う
に
な
る

の
は
古
墳
時
代
前
期
の
こ
と
な
の
で
す
。蘇
民
将
来
の
伝
承
と
も
重

な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
問
題
は
、斐
伊
川
支
流
の
赤
川
左
岸
に
位
置
し
て
い
る
神
原

神
社
古
墳
と
か
、そ
の
近
く
に
あ
る
松
本
1
号
墳
で
す
。神
原
神
社

古
墳
は
古
墳
時
代
前
期
の
方
墳
で
、副
葬
品
の
景
初
三
年
銘
の
三
角

縁
神
獣
鏡
は
日
本
で
は
出
土
2
例
の
う
ち
の
1
つ
で
す
。松
本
1
号

墳
は
前
方
後
方
墳
で
、副
葬
品
は
獣
帯
鏡
な
ど
が
出
て
お
り
ま
す
。

門
脇
禎
二
先
生
は
こ
れ
ら
の
古
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て「
吉
備
か

ら
進
駐
し
て
き
た
指
揮
官
で
あ
ろ
う
」と
さ
れ
ま
し
た
。吉
備
が
出

雲
を
制
圧
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。し
か
し
私
は
出
雲
山
間
部
を

本
拠
地
と
し
、備
後
と
交
流
し
な
が
ら
開
発
を
進
め
て
き
た
首
長
と

考
え
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、『
出
雲
国
風
土
記
』の
ス
サ
ノ
ヲ
神
話

が
成
立
す
る
前
提
と
し
て
、こ
う
い
っ
た
出
雲
山
間
部
の
首
長
に
よ

る
国
作
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、古
墳
時
代
前
期
の
段
階
で
、出
雲
山
間
部
の
首
長
が
ス

サ
ノ
ヲ
の
御
子
神
が
登
場
す
る
島
根
半
島
ま
で
を
押
さ
え
て
い
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。と
申
し
ま
す
の
は
、島
根
半
島
に
は
か
つ
て

出
雲
国
よ
り
も
小
規
模
な
狭
田
国
が
存
在
し
て
い
た
。『
出
雲
国
風

土
記
』意
宇
郡
国
引
詞
章
の
国
引
神
話
に「
狭
田
の
国
」と
い
う
名
前

が
見
え
ま
す
。考
古
学
的
成
果
に
よ
れ
ば
、「
礫
床
」と
い
う
共
通
の

墓
制
を
持
ち
、古
墳
時
代
の
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
大
型
の
古
墳

が
造
営
さ
れ
ま
す
。長
持
型
石
棺
や
舟
形
の
石
棺
は
、日
本
海
を
通

し
て
丹
後
地
方
と
の
交
流
を
示
唆
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
狭
田
国

の
古
墳
は
神
原
神
社
古
墳
や
松
本
1
号
墳
に
比
較
し
て
劣
る
も
の

で
は
な
く
、独
自
の
地
域
色
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、古
墳
時
代
後
期
に
入
る
と
、出
雲
山
間
部
の
政
治
勢
力

は
出
雲
東
部
や
西
部
の
政
治
勢
力
と
結
び
つ
く
。そ
う
い
っ
た
状
況

下
で
、ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
神
に
よ
る
地
名
起
源
伝
承
が
形
成
さ
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
。こ
の
よ
う
に
二
段
階（
古
墳
時
代
前
期
と
後

期
）を
持
っ
て
、ス
サ
ノ
ヲ
及
び
御
子
神
の
神
話
は
成
立
し
た
と
思

い
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も『
出
雲
国
風
土
記
』の
ス
サ
ノ
ヲ
神
話

は
、最
終
的
に
は
後
期
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ま
す
。

ス
サ
ノ
ヲ
神
話
成
立
の
歴
史
的
背
景
を
考
え
る
う
え
で
注
意
す

べ
き
は
、出
雲
山
間
部
と
国
境
を
接
す
る
備
後
国（
広
島
県
東
部
）に

も
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
が
語
ら
れ
て
い
る
、と
い
う
事
実
で
す
。

『
日
本
書
紀
』の
鎌
倉
時
代
の
注
釈
書『
釈
日
本
紀
』に
引
用
さ
れ

た『
備
後
国
風
土
記
』逸
文
を
み
ま
す
と
、「
疫
隈
の
国
つ
社
」に
関
す

る
話
と
し
て
、「
昔
、北
の
海
に
坐
し
し
武
塔
の
神
」が
、「
南
の
海
な

る
神
の
女
子
」に
求
婚
し
に
来
た
が
、行
き
着
く
前
に
備
後
の
地
で

日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。そ
こ
に
蘇
民
将
来
の
兄
弟
が
い
た
。お
兄

さ
ん
の
蘇
民
将
来
は
貧
し
く
、弟
の
巨
旦
将
来
は
富
み
栄
え
て
い

た
。そ
こ
で
、ま
ず
弟
に
宿
に
泊
め
て
欲
し
い
と
頼
む
と
断
ら
れ
た
。

兄
は
貧
し
か
っ
た
の
に
も
て
な
し
た
。そ
れ
で
、武
塔
の
神
は「
蘇
民

将
来
の
た
め
に
お
礼
を
し
よ
う
」と
言
う
。武
塔
の
神
に「
お
前
の
家

に
誰
か
子
孫
が
い
る
か
」と
訊
か
れ
た
の
で
蘇
民
将
来
は「
娘
が
一

人
お
り
ま
す
」と
答
え
た
。す
る
と
、武
塔
の
神
は「
茅
の
輪
を
腰
に

身
に
着
け
な
さ
い
」と
告
げ
た
。そ
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に
、武
塔
の

神
は
、蘇
民
将
来
の
娘
一
人
を
除
い
て
、皆
、殺
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。武
塔
の
神
は「
吾
こ
そ
は
速
須
佐
雄
の
神
で
あ
る
。」「
後
の
世
に

疫
気
が
あ
れ
ば
、皆
、蘇
民
将
来
の
子
孫
と
言
っ
て
、茅
の
輪
を
腰
に

身
に
着
け
る
の
だ
」と
娘
に
告
げ
た
。こ
れ
が
茅
の
輪
神
事
の
由
来

と
な
る
神
話
な
の
で
す
が
、こ
こ
で
、ス
サ
ノ
ヲ
が
登
場
す
る
点
に

注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
伝
承
か
ら
出
雲
国
西
部
か
ら
中
国
山
地
を
越
え
て
備
後
国

に
か
け
て
、ス
サ
ノ
ヲ
を
信
仰
す
る
人
々
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
す
。こ
の
伝
承
の「
疫
隈
国
社
」の
所
在
地
は
、広
島
県
福
山
市
の

東
深
津
町
に
あ
る
王
子
神
社
で
す
。『
延
喜
式
』に
記
載
さ
れ
た
備
後

国
深
津
郡
に
あ
る「
須
佐
能
袁
能
神
社
」で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
こ
れ
を
い
つ
の
時
代
の
こ
と
と
考
え
る
か
。古
墳
時
代
前
期

に
入
る
と
、出
雲
で
は
吉
備
型
甕
と
呼
ば
れ
る
土
器
が
畿
内
系
の
甕

『
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
の
成
立
・
変
容
と

 
 

 
そ
の
歴
史
的
背
景

    

　 ―

『
私
説
古
風
土
記
』の
批
判
的
継
承―

』

講
　
演

森
田
喜
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男

淑
徳
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学
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授

講 

師

実
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』に
は
ス
サ
ノ
ヲ
が
登
場
す
る
神
話
は
四

つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、出
雲
国
内
を
巡
行
す
る
姿
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
、意
宇
郡
安
来
郷
条
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
が
安
来
郷
に
来
て
、「
私

の
心
は
安
ら
か
に
な
っ
た
」。こ
れ
が
安
来
の
起
源
伝
承
で
す
。

続
き
ま
し
て
、飯
石
郡
須
佐
郷
条
で
す
。須
佐
郷
に
降
っ
た
ス
サ

ノ
ヲ
は「
こ
こ
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、国
処
で
あ
る
」と
述
べ
て
、自

身
の
御
魂
を
置
き
、大
須
佐
田
・
小
須
佐
田
を
定
め
た
と
あ
り
ま
す
。

須
佐
郷
は
、出
雲
市
佐
田
町
に
比
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
記
述
は

小
地
域
に
お
け
る
本
源
的
な
国
作
り
の
神
話
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、大
原
郡
佐
世
郷
条
で
す
。佐
世
郷
で
ス
サ
ノ
ヲ
は

頭
に
佐
世
の
木
葉
を
刺
し
て
踊
っ
て
い
ま
す
。こ
の
植
物
を
神
が
落

と
す
こ
と
で
、神
に
よ
る
大
地
の
占
有
権
が
確
認
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
ス
サ
ノ
ヲ
が
巡
行
し
な
が
ら

土
地
の
占
有
を
行
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、大
原
郡
御
室
山
条
で
す
。御
室
山
に
は
ス
サ
ノ
ヲ

が
宿
っ
た
室
が
あ
っ
た
と
い
う
。こ
れ
は
、神
が
山
に
忌
み
籠
も
る

姿
を
記
し
た
も
の
で
、ス
サ
ノ
ヲ
は
中
国
山
地
の
山
々
に
籠
も
る
神

と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
と
、出
雲
国
内
を
巡
行
し
な
が
ら
、

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
に
よ
る
葦
原
中
国
の
国
作
り
と
は
次
元
を
異
に
す
る

小
規
模
な
国
作
り
を
行
う
ス
サ
ノ
ヲ
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
す
。記
・
紀
で
は
、オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
国
を
作
っ
た
と
か
天
下
を
経

営
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、具
体
的
な
こ
と
は
一
切
わ
か
り
ま

せ
ん
。こ
れ
に
対
し
て『
出
雲
国
風
土
記
』で
は
、実
際
に
神
が
そ
の

土
地
で
ど
の
よ
う
な
形
で
国
作
り
を
行
っ
た
の
か
、書
か
れ
て
い
ま

す
。ま
さ
に
本
源
的
な
国
作
り
の
神
話
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
か
あ
さ
や
ま

か
た
え

か
た
え

え
と
も
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ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
へ

古
代
出
雲
に
存
在
し
た

　
　
　
　
　
　
　
ス
サ
ノ
ヲ
の
本
源
的
神
話

『
出
雲
国
風
土
記
』に
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
の
検
討

『
出
雲
国
風
土
記
』に
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
神
の
神
話

『
出
雲
国
風
土
記
』に
見
え
る
ス
サ
ノ
ヲ
及
び

御
子
神
の
神
話
成
立
の
歴
史
的
背
景

次
に
、ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
神
の
神
話
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

ま
ず
、『
出
雲
国
風
土
記
』（
以
下
同
）意
宇
郡
大
草
郷
条
で
す
。こ

の
地
に
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
で
あ
る
ア
ホ
ハ
タ
サ
ク
サ
ヒ
コ
が
い

た
の
で「
大
草
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。「
青
幡
」と
は
青
々
と
し

た
山
、「
佐
久
佐
」に
は
幸
草
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、島
根
郡
山
口
郷
条
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
、ツ
ル
ギ

ヒ
コ
と
い
う
の
が
登
場
し
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、島
根
郡
方
結
郷
条
で
す
。方
結
郷
は
、島
根
半
島
の

美
保
関
の
近
く
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
の
ク
ニ
オ
シ
ワ
ケ
が
こ
こ

は「
国
形
宜
し
」と
言
わ
れ
た
。だ
か
ら
、方
結
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。こ
の
ク
ニ
オ
シ
ワ
ケ
の「
ク
ニ
ヲ
シ
」に
は「
国
を
ヲ
ス
」、

す
な
わ
ち
統
治
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、秋
鹿
郡
恵
曇
郷
条
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
、イ
ワ

サ
カ
ヒ
コ
が
、「
国
の
形
は
描
か
れ
た
鞆
に
似
て
い
る
。私
の
宮
は
こ

こ
に
造
ろ
う
」と
言
っ
た
。だ
か
ら
、こ
の
地
を
恵
伴
と
い
う
。こ
の

イ
ワ
サ
カ
ヒ
コ
は
、「
磐
坂
」で
す
か
ら
神
と
交
流
す
る
磐
座
が
連
想

さ
れ
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、秋
鹿
郡
多
太
郷
条
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
、ツ
キ

キ
ネ
ト
ヲ
ニ
ル
ヒ
コ
が
こ
こ
を
巡
行
し
た
と
き
に
、心
が
晴
れ
晴
れ

と
明
る
く
、穢
れ
の
な
い
正
し
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
、こ
の
地
が

多
太
郷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
、神
門
郡
八
野
郷
条
で
す
。八
野
郷
に
は
、ス
サ
ノ
ヲ
の

御
子
の
ヤ
ノ
ノ
ワ
カ
ヒ
メ
が
い
て
、オ
オ
ナ
ム
チ
が
娶
ろ
う
と
し
た

と
い
う
。さ
ら
に
、神
門
郡
滑
狭
郷
条
で
す
。滑
狭
郷
は
、ス
サ
ノ
ヲ

の
御
子
、ワ
カ
ス
セ
リ
ビ
メ
が
い
て
、こ
の
女
神
も
オ
オ
ナ
ム
チ
と

関
係
を
結
ん
で
い
た
と
い
う
。

続
き
ま
し
て
、大
原
郡
高
麻
山
条
で
す
。高
麻
山
の
由
来
は
、ス
サ

ノ
ヲ
の
御
子
、ア
ホ
ハ
タ
サ
ク
サ
ヒ
コ
が
こ
の
山
の
上
に
麻
を
蒔
い

た
の
だ
と
い
う
。麻
を
植
え
る
神
は
、同
時
に「
野
」を
開
発
す
る
神

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、『
出
雲
国
風
土
記
』に
見
え
る
御
子
神
達
も
ス
サ
ノ

ヲ
の
国
作
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。「
国
作
り
」の
中
で
、植
林

の
役
割
を
ア
オ
ハ
タ
サ
ク
サ
ヒ
コ
が
分
掌
し
、武
力
に
よ
る
制
圧
の

役
割
を
ツ
ル
ギ
ヒ
コ
が
分
掌
し
、ク
ニ
ヲ
シ
ワ
ケ
は
統
治
に
関
す
る

権
能
を
分
掌
し
た
。す
な
わ
ち
、ス
サ
ノ
ヲ
の「
国
作
り
」は
御
子
神

達
と
の
共
同
作
業
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、『
出
雲
国
風
土
記
』の
ス

サ
ノ
ヲ
神
話
の
語
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

令
和
7
年
6
月
7
日（
土
）

会 

場  

東
京
学
芸
大
学

参
加
者 

40
名

松
本
清
張
研
究
会
・
第
49
回
研
究
発
表
会

で
は
、本
来
、出
雲
に
お
け
る
国
作
り
の「
主
役
」で
あ
っ
た
ス
サ

ノ
ヲ
が
、ど
う
し
て『
出
雲
国
風
土
記
』に
お
い
て「
主
役
」と
な
ら
ず
、

オ
ホ
ナ
ム
チ
、す
な
わ
ち
出
雲
大
社
に
今
日
祀
ら
れ
て
い
る
オ
オ
ク

ニ
ヌ
シ
が「
天
下
造
ら
し
し
大
神
」と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、ス
サ
ノ
ヲ
が『
出
雲
国
風
土
記
』だ
け
で

は
な
く
、『
古
事
記
』や『
日
本
書
紀
』と
い
っ
た
王
権
神
話
の
中
で
も

重
要
な
位
置
を
し
め
る
と
い
う
点
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
が
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ

ロ
チ
を
退
治
し
た
後
に
、最
終
的
に
草
薙
剣
は
天
照
大
御
神
に
献
上

さ
れ
ま
す
。出
雲
に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
及
び
御
子
神
の
神
話
の
形
成

は
、古
代
王
権
と
の
関
わ
り
を

視
野
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。さ
て
、ヤ
マ

タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
神
話
の
中
に

物
部
氏
と
関
わ
り
を
持
つ
も
の

が
存
在
し
ま
す
。『
日
本
書
紀
』

の
神
代
第
八
段
一
書
第
二
に
よ

る
と
、素
戔
嗚
尊
が
安
芸
国
の

可
愛
の
川
上
に
降
り
ま
す
。そ

こ
で
ヲ
ロ
チ
退
治
を
し
て
、稲

田
媛
を
出
雲
国
の
簸
の
川
上
に

遷
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。さ

て
、ヲ
ロ
チ
の
尾
か
ら
出
た
草

薙
剣
は
尾
張
に
あ
り
ま
す
が
、一
方
、ヲ
ロ
チ
を
斬
っ
た
剣
に
つ
い
て

は
、「
此
は
今
石
上
に
在
す
」と『
日
本
書
紀
』に
書
か
れ
て
い
る
。つ

ま
り
ヲ
ロ
チ
を
斬
っ
た
剣
は
石
上
に
あ
る
と
い
う
の
で
す
。こ
こ
で

想
起
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、石
上
神
宮
が
物
部
氏
に
深
く
関

わ
る
神
社
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

物
部
氏
と
出
雲
と
の
関
係
で
す
が
、『
日
本
書
紀
』崇
神
六
十
年
七

月
己
酉
条
を
見
ま
す
と
、物
部
氏
の
同
族
の
矢
田
部
造
の
遠
祖
武
諸

隅
が
出
雲
に
遣
わ
さ
れ
、出
雲
大
神
の
宮
に
あ
る
神
宝
が
天
皇
に
献

上
さ
れ
ま
す
。ま
た
、『
日
本
書
紀
』垂
仁
二
十
六
年
八
月
庚
辰
条
を

み
る
と
、出
雲
の
神
宝
を
物
部
氏
に
掌
ら
せ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。物
部
氏
が
出
雲
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
え
ず
、ス

サ
ノ
ヲ
及
び
御
子
神
の
信
仰
が
出
雲
全
域
に
広
が
っ
た
際
に
物
部

氏
が
果
た
し
た
役
割
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、出
雲
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
勢
力
と
し
て
、蘇
我
氏
の

存
在
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。装
飾
大
刀
の
柄
は
、出
雲

の
東
部
で
は
双
龍
環
頭
大
刀
で
す
。こ
れ
は
舶
載
系
で
蘇
我
氏
と
結

び
つ
く
。一
方
、西
部
の
太
刀
は
円
筒
で
す
。こ
れ
は
倭
風
で
物
部
氏

と
関
係
し
て
い
る
。最
終
的
に
は
用
明
天
皇
没
後
に
起
き
た
蘇
我
物

部
戦
争
で
蘇
我
氏
が
勝
利
し
た
た
め
、出
雲
東
部
の
勢
力
が
出
雲
全

体
を
統
一
し
、出
雲
国
造
に
就
任
し
た
と
い
う
考
え
方
が
、地
元
の

研
究
者
の
間
で
は
一
般
的
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

点
を
踏
ま
え
る
と
、当
初
、出
雲
全
域
に
広
が
っ
て
い
た
ス
サ
ノ
ヲ

及
び
御
子
神
の
神
話
に
か
ぶ
さ
る
形
で
、新
た
に
出
雲
国
造
に
よ
っ

て
、オ
ホ
ナ
ム
チ
を
頂
点
と
す
る「
天
下
造
ら
し
し
大
神
」の
神
話
が

成
立
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

「
出
雲
大
神
の
宮
」の
神
宝
の
検
校
を
物
部
氏
の
同
族
が
行
っ
た

こ
と
は
先
に
述
べ
ま
し
た
。こ
の「
出
雲
大
神
の
宮
」は
杵
築
大
社
を

指
す
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。と
す
る
と
、杵
築
大
社
の
祭
神
は
、

最
初
、ス
サ
ノ
ヲ
で
、後
に
オ
ホ
ナ
ム
チ
へ
と
転
じ
た
可
能
性
が
あ

る
。『
日
本
書
紀
』に
よ
れ
ば
、斉
明
朝
に
入
っ
て
、出
雲
国
造
に
よ
り

「
神
の
宮
」の
修
造
が
な
さ
れ
ま
す
。そ
の
際
に
、杵
築
大
社
の
祭
神

が
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。こ
の
祭
神
の
変
化
の
背
景
に
は
対
外
関
係
の
緊
張
が

あ
り
、「
治
天
下
大
王
」（
天
下
を
治
め
る
大
王
）に
対
応
す
る
形
で『
出

雲
国
風
土
記
』に
見
え
る「
所
造
天
下
大
神
」（
天
下
を
造
っ
た
大
神
）

が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。

注
目
す
べ
き
は
、清
張
先
生
が
、記
・
紀
神
話
の
前
提
と
な
る
ス
サ

ノ
ヲ
の
本
源
的
神
話
の
存
在
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

今
回
の
研
究
で
は
、『
出
雲

国
風
土
記
』に
見
え
る
ス
サ

ノ
ヲ
及
び
御
子
神
に
関
わ
る

神
話
の
分
析
を
通
し
て
、『
古

事
記
』や『
日
本
書
紀
』の
神

話
成
立
以
前
に
、古
代
出
雲

に
存
在
し
た
ス
サ
ノ
ヲ
の
本

源
的
神
話
に
迫
り
ま
す
。

松
本
清
張
先
生
は
、『
風
土

記
』に
も
深
い
関
心
を
持
ち

研
究
を
さ
れ
、『
私
説
古
風
土

記
』（
平
凡
社
、1
9
7
7
年
）

を
お
書
き
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、清
張
先
生
は『
出
雲
国
風
土
記
』の
神
話
に
登
場
す
る
ス

サ
ノ
ヲ
に
言
及
し
、出
雲
地
方
の
土
地
神
で
あ
る
と
と
も
に
、大
和

朝
廷
の
根
幹
を
な
す
種
族
よ
り
も
前
に
列
島
に
居
住
し
て
い
た
イ

ヅ
モ
系
部
族
の
共
同
祖
的
な
神
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。そ
の

上
で
、ス
サ
ノ
ヲ
は
後
か
ら
大
和
に
侵
入
し
て
き
た
部
族
に
も
そ
の

名
が
知
ら
れ
て
い
た
が
故
に
、記
・
紀
神
話
に
お
い
て「
高
天
原
と
出

雲
を
つ
な
ぐ
狂
言
回
し
の
役
」を
担
わ
さ
れ
、高
天
原
で
は「
悪
神
」、

出
雲
国
に
降
り
て
来
て
か
ら
は「
英
雄
的
善
神
」に
さ
れ
た
と
指
摘

と
と
も
に
備
後
地
方
か
ら
流
入
い
た
し
ま
す
。斐
伊
川
流
域
か
ら
出

土
し
て
お
り
、備
後
か
ら
斐
伊
川
に
至
る
ル
ー
ト
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
な
考
古
学

的
成
果
を
参
照
し
ま
す
と
、出
雲
と
備
後
が
交
流
す
る
よ
う
に
な
る

の
は
古
墳
時
代
前
期
の
こ
と
な
の
で
す
。蘇
民
将
来
の
伝
承
と
も
重

な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
問
題
は
、斐
伊
川
支
流
の
赤
川
左
岸
に
位
置
し
て
い
る
神
原

神
社
古
墳
と
か
、そ
の
近
く
に
あ
る
松
本
1
号
墳
で
す
。神
原
神
社

古
墳
は
古
墳
時
代
前
期
の
方
墳
で
、副
葬
品
の
景
初
三
年
銘
の
三
角

縁
神
獣
鏡
は
日
本
で
は
出
土
2
例
の
う
ち
の
1
つ
で
す
。松
本
1
号

墳
は
前
方
後
方
墳
で
、副
葬
品
は
獣
帯
鏡
な
ど
が
出
て
お
り
ま
す
。

門
脇
禎
二
先
生
は
こ
れ
ら
の
古
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て「
吉
備
か

ら
進
駐
し
て
き
た
指
揮
官
で
あ
ろ
う
」と
さ
れ
ま
し
た
。吉
備
が
出

雲
を
制
圧
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。し
か
し
私
は
出
雲
山
間
部
を

本
拠
地
と
し
、備
後
と
交
流
し
な
が
ら
開
発
を
進
め
て
き
た
首
長
と

考
え
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、『
出
雲
国
風
土
記
』の
ス
サ
ノ
ヲ
神
話

が
成
立
す
る
前
提
と
し
て
、こ
う
い
っ
た
出
雲
山
間
部
の
首
長
に
よ

る
国
作
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、古
墳
時
代
前
期
の
段
階
で
、出
雲
山
間
部
の
首
長
が
ス

サ
ノ
ヲ
の
御
子
神
が
登
場
す
る
島
根
半
島
ま
で
を
押
さ
え
て
い
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。と
申
し
ま
す
の
は
、島
根
半
島
に
は
か
つ
て

出
雲
国
よ
り
も
小
規
模
な
狭
田
国
が
存
在
し
て
い
た
。『
出
雲
国
風

土
記
』意
宇
郡
国
引
詞
章
の
国
引
神
話
に「
狭
田
の
国
」と
い
う
名
前

が
見
え
ま
す
。考
古
学
的
成
果
に
よ
れ
ば
、「
礫
床
」と
い
う
共
通
の

墓
制
を
持
ち
、古
墳
時
代
の
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
大
型
の
古
墳

が
造
営
さ
れ
ま
す
。長
持
型
石
棺
や
舟
形
の
石
棺
は
、日
本
海
を
通

し
て
丹
後
地
方
と
の
交
流
を
示
唆
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
狭
田
国

の
古
墳
は
神
原
神
社
古
墳
や
松
本
1
号
墳
に
比
較
し
て
劣
る
も
の

で
は
な
く
、独
自
の
地
域
色
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、古
墳
時
代
後
期
に
入
る
と
、出
雲
山
間
部
の
政
治
勢
力

は
出
雲
東
部
や
西
部
の
政
治
勢
力
と
結
び
つ
く
。そ
う
い
っ
た
状
況

下
で
、ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
神
に
よ
る
地
名
起
源
伝
承
が
形
成
さ
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
。こ
の
よ
う
に
二
段
階（
古
墳
時
代
前
期
と
後

期
）を
持
っ
て
、ス
サ
ノ
ヲ
及
び
御
子
神
の
神
話
は
成
立
し
た
と
思

い
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も『
出
雲
国
風
土
記
』の
ス
サ
ノ
ヲ
神
話

は
、最
終
的
に
は
後
期
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ま
す
。

ス
サ
ノ
ヲ
神
話
成
立
の
歴
史
的
背
景
を
考
え
る
う
え
で
注
意
す

べ
き
は
、出
雲
山
間
部
と
国
境
を
接
す
る
備
後
国（
広
島
県
東
部
）に

も
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
が
語
ら
れ
て
い
る
、と
い
う
事
実
で
す
。

『
日
本
書
紀
』の
鎌
倉
時
代
の
注
釈
書『
釈
日
本
紀
』に
引
用
さ
れ

た『
備
後
国
風
土
記
』逸
文
を
み
ま
す
と
、「
疫
隈
の
国
つ
社
」に
関
す

る
話
と
し
て
、「
昔
、北
の
海
に
坐
し
し
武
塔
の
神
」が
、「
南
の
海
な

る
神
の
女
子
」に
求
婚
し
に
来
た
が
、行
き
着
く
前
に
備
後
の
地
で

日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。そ
こ
に
蘇
民
将
来
の
兄
弟
が
い
た
。お
兄

さ
ん
の
蘇
民
将
来
は
貧
し
く
、弟
の
巨
旦
将
来
は
富
み
栄
え
て
い

た
。そ
こ
で
、ま
ず
弟
に
宿
に
泊
め
て
欲
し
い
と
頼
む
と
断
ら
れ
た
。

兄
は
貧
し
か
っ
た
の
に
も
て
な
し
た
。そ
れ
で
、武
塔
の
神
は「
蘇
民

将
来
の
た
め
に
お
礼
を
し
よ
う
」と
言
う
。武
塔
の
神
に「
お
前
の
家

に
誰
か
子
孫
が
い
る
か
」と
訊
か
れ
た
の
で
蘇
民
将
来
は「
娘
が
一

人
お
り
ま
す
」と
答
え
た
。す
る
と
、武
塔
の
神
は「
茅
の
輪
を
腰
に

身
に
着
け
な
さ
い
」と
告
げ
た
。そ
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に
、武
塔
の

神
は
、蘇
民
将
来
の
娘
一
人
を
除
い
て
、皆
、殺
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。武
塔
の
神
は「
吾
こ
そ
は
速
須
佐
雄
の
神
で
あ
る
。」「
後
の
世
に

疫
気
が
あ
れ
ば
、皆
、蘇
民
将
来
の
子
孫
と
言
っ
て
、茅
の
輪
を
腰
に

身
に
着
け
る
の
だ
」と
娘
に
告
げ
た
。こ
れ
が
茅
の
輪
神
事
の
由
来

と
な
る
神
話
な
の
で
す
が
、こ
こ
で
、ス
サ
ノ
ヲ
が
登
場
す
る
点
に

注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
伝
承
か
ら
出
雲
国
西
部
か
ら
中
国
山
地
を
越
え
て
備
後
国

に
か
け
て
、ス
サ
ノ
ヲ
を
信
仰
す
る
人
々
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
す
。こ
の
伝
承
の「
疫
隈
国
社
」の
所
在
地
は
、広
島
県
福
山
市
の

東
深
津
町
に
あ
る
王
子
神
社
で
す
。『
延
喜
式
』に
記
載
さ
れ
た
備
後

国
深
津
郡
に
あ
る「
須
佐
能
袁
能
神
社
」で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
こ
れ
を
い
つ
の
時
代
の
こ
と
と
考
え
る
か
。古
墳
時
代
前
期

に
入
る
と
、出
雲
で
は
吉
備
型
甕
と
呼
ば
れ
る
土
器
が
畿
内
系
の
甕

『
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
の
成
立
・
変
容
と

 
 

 

そ
の
歴
史
的
背
景

    

　 ―

『
私
説
古
風
土
記
』の
批
判
的
継
承―

』

講
　
演

森
田
喜
久
男

淑
徳
大
学
教
授

講 

師

実
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』に
は
ス
サ
ノ
ヲ
が
登
場
す
る
神
話
は
四

つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、出
雲
国
内
を
巡
行
す
る
姿
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
、意
宇
郡
安
来
郷
条
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
が
安
来
郷
に
来
て
、「
私

の
心
は
安
ら
か
に
な
っ
た
」。こ
れ
が
安
来
の
起
源
伝
承
で
す
。

続
き
ま
し
て
、飯
石
郡
須
佐
郷
条
で
す
。須
佐
郷
に
降
っ
た
ス
サ

ノ
ヲ
は「
こ
こ
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、国
処
で
あ
る
」と
述
べ
て
、自

身
の
御
魂
を
置
き
、大
須
佐
田
・
小
須
佐
田
を
定
め
た
と
あ
り
ま
す
。

須
佐
郷
は
、出
雲
市
佐
田
町
に
比
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
記
述
は

小
地
域
に
お
け
る
本
源
的
な
国
作
り
の
神
話
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、大
原
郡
佐
世
郷
条
で
す
。佐
世
郷
で
ス
サ
ノ
ヲ
は

頭
に
佐
世
の
木
葉
を
刺
し
て
踊
っ
て
い
ま
す
。こ
の
植
物
を
神
が
落

と
す
こ
と
で
、神
に
よ
る
大
地
の
占
有
権
が
確
認
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
ス
サ
ノ
ヲ
が
巡
行
し
な
が
ら

土
地
の
占
有
を
行
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、大
原
郡
御
室
山
条
で
す
。御
室
山
に
は
ス
サ
ノ
ヲ

が
宿
っ
た
室
が
あ
っ
た
と
い
う
。こ
れ
は
、神
が
山
に
忌
み
籠
も
る

姿
を
記
し
た
も
の
で
、ス
サ
ノ
ヲ
は
中
国
山
地
の
山
々
に
籠
も
る
神

と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
と
、出
雲
国
内
を
巡
行
し
な
が
ら
、

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
に
よ
る
葦
原
中
国
の
国
作
り
と
は
次
元
を
異
に
す
る

小
規
模
な
国
作
り
を
行
う
ス
サ
ノ
ヲ
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
す
。記
・
紀
で
は
、オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
国
を
作
っ
た
と
か
天
下
を
経

営
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、具
体
的
な
こ
と
は
一
切
わ
か
り
ま

せ
ん
。こ
れ
に
対
し
て『
出
雲
国
風
土
記
』で
は
、実
際
に
神
が
そ
の

土
地
で
ど
の
よ
う
な
形
で
国
作
り
を
行
っ
た
の
か
、書
か
れ
て
い
ま

す
。ま
さ
に
本
源
的
な
国
作
り
の
神
話
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
か
あ
さ
や
ま

か
た
え

か
た
え

え
と
も
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能
楽
と
清
張
作
品

松
本
清
張『
世
阿
弥
』の
位
置
づ
け

『
世
阿
弥
』執
筆
と
能
楽
研
究

先
行
研
究
と『
世
阿
弥
』批
判

『
柳
生一族
』（
昭
和
30
年
）

で
は
、本
来
、出
雲
に
お
け
る
国
作
り
の「
主
役
」で
あ
っ
た
ス
サ

ノ
ヲ
が
、ど
う
し
て『
出
雲
国
風
土
記
』に
お
い
て「
主
役
」と
な
ら
ず
、

オ
ホ
ナ
ム
チ
、す
な
わ
ち
出
雲
大
社
に
今
日
祀
ら
れ
て
い
る
オ
オ
ク

ニ
ヌ
シ
が「
天
下
造
ら
し
し
大
神
」と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、ス
サ
ノ
ヲ
が『
出
雲
国
風
土
記
』だ
け
で

は
な
く
、『
古
事
記
』や『
日
本
書
紀
』と
い
っ
た
王
権
神
話
の
中
で
も

重
要
な
位
置
を
し
め
る
と
い
う
点
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
が
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ

ロ
チ
を
退
治
し
た
後
に
、最
終
的
に
草
薙
剣
は
天
照
大
御
神
に
献
上

さ
れ
ま
す
。出
雲
に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
及
び
御
子
神
の
神
話
の
形
成

は
、古
代
王
権
と
の
関
わ
り
を

視
野
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。さ
て
、ヤ
マ

タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
神
話
の
中
に

物
部
氏
と
関
わ
り
を
持
つ
も
の

が
存
在
し
ま
す
。『
日
本
書
紀
』

の
神
代
第
八
段
一
書
第
二
に
よ

る
と
、素
戔
嗚
尊
が
安
芸
国
の

可
愛
の
川
上
に
降
り
ま
す
。そ

こ
で
ヲ
ロ
チ
退
治
を
し
て
、稲

田
媛
を
出
雲
国
の
簸
の
川
上
に

遷
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。さ

て
、ヲ
ロ
チ
の
尾
か
ら
出
た
草

薙
剣
は
尾
張
に
あ
り
ま
す
が
、一
方
、ヲ
ロ
チ
を
斬
っ
た
剣
に
つ
い
て

は
、「
此
は
今
石
上
に
在
す
」と『
日
本
書
紀
』に
書
か
れ
て
い
る
。つ

ま
り
ヲ
ロ
チ
を
斬
っ
た
剣
は
石
上
に
あ
る
と
い
う
の
で
す
。こ
こ
で

想
起
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、石
上
神
宮
が
物
部
氏
に
深
く
関

わ
る
神
社
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

物
部
氏
と
出
雲
と
の
関
係
で
す
が
、『
日
本
書
紀
』崇
神
六
十
年
七

月
己
酉
条
を
見
ま
す
と
、物
部
氏
の
同
族
の
矢
田
部
造
の
遠
祖
武
諸

隅
が
出
雲
に
遣
わ
さ
れ
、出
雲
大
神
の
宮
に
あ
る
神
宝
が
天
皇
に
献

上
さ
れ
ま
す
。ま
た
、『
日
本
書
紀
』垂
仁
二
十
六
年
八
月
庚
辰
条
を

み
る
と
、出
雲
の
神
宝
を
物
部
氏
に
掌
ら
せ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。物
部
氏
が
出
雲
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
え
ず
、ス

サ
ノ
ヲ
及
び
御
子
神
の
信
仰
が
出
雲
全
域
に
広
が
っ
た
際
に
物
部

氏
が
果
た
し
た
役
割
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、出
雲
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
勢
力
と
し
て
、蘇
我
氏
の

存
在
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。装
飾
大
刀
の
柄
は
、出
雲

の
東
部
で
は
双
龍
環
頭
大
刀
で
す
。こ
れ
は
舶
載
系
で
蘇
我
氏
と
結

び
つ
く
。一
方
、西
部
の
太
刀
は
円
筒
で
す
。こ
れ
は
倭
風
で
物
部
氏

と
関
係
し
て
い
る
。最
終
的
に
は
用
明
天
皇
没
後
に
起
き
た
蘇
我
物

部
戦
争
で
蘇
我
氏
が
勝
利
し
た
た
め
、出
雲
東
部
の
勢
力
が
出
雲
全

体
を
統
一
し
、出
雲
国
造
に
就
任
し
た
と
い
う
考
え
方
が
、地
元
の

研
究
者
の
間
で
は
一
般
的
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

点
を
踏
ま
え
る
と
、当
初
、出
雲
全
域
に
広
が
っ
て
い
た
ス
サ
ノ
ヲ

及
び
御
子
神
の
神
話
に
か
ぶ
さ
る
形
で
、新
た
に
出
雲
国
造
に
よ
っ

て
、オ
ホ
ナ
ム
チ
を
頂
点
と
す
る「
天
下
造
ら
し
し
大
神
」の
神
話
が

成
立
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

「
出
雲
大
神
の
宮
」の
神
宝
の
検
校
を
物
部
氏
の
同
族
が
行
っ
た

こ
と
は
先
に
述
べ
ま
し
た
。こ
の「
出
雲
大
神
の
宮
」は
杵
築
大
社
を

指
す
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。と
す
る
と
、杵
築
大
社
の
祭
神
は
、

最
初
、ス
サ
ノ
ヲ
で
、後
に
オ
ホ
ナ
ム
チ
へ
と
転
じ
た
可
能
性
が
あ

る
。『
日
本
書
紀
』に
よ
れ
ば
、斉
明
朝
に
入
っ
て
、出
雲
国
造
に
よ
り

「
神
の
宮
」の
修
造
が
な
さ
れ
ま
す
。そ
の
際
に
、杵
築
大
社
の
祭
神

が
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。こ
の
祭
神
の
変
化
の
背
景
に
は
対
外
関
係
の
緊
張
が

あ
り
、「
治
天
下
大
王
」（
天
下
を
治
め
る
大
王
）に
対
応
す
る
形
で『
出

雲
国
風
土
記
』に
見
え
る「
所
造
天
下
大
神
」（
天
下
を
造
っ
た
大
神
）

が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

『
松
本
清
張
と
能
楽

　
　―

芸
能
者
へ
の
ま
な
ざ
し
を
め
ぐ
っ
て―

』

研
究
発
表

倉
持 

長
子

国
士
舘
大
学
専
任
講
師

発
表
者

柳
生
宗
矩
の
能
好
き
は
歴
史
的

に
も
有
名
で
す
。「
柳
生
宗
頼（
宗
矩

の
前
の
名
前
）は
利
勝
に
凭
っ
た
。

利
勝
は
猿
楽
を
好
む
。宗
頼
も
は

な
は
だ
好
ん
だ
。は
じ
め
は
そ
う
い

『
戦
国
権
謀
』（
昭
和
28
年
）
「（
大
久
保
）忠
隣
の
改
易

の
も
う
一
つ
、心
当
り
の
原

因
は
、彼
の
苗
字
子
で
あ
っ
た
大
久
保
長
安
の
不
始
末
も
あ
っ
て
、

家
康
の
心
証
を
損
ね
て
い
た
に
も
よ
ろ
う
。長
安
は
、も
と
大
蔵
藤

十
郎
と
い
っ
て
一
介
の
能
役
者
で
あ
っ
た
」と
あ
り
、「
こ
の
藤
十
郎

に
大
久
保
姓
を
名
乗
ら
せ
た
の
は
家
康
で
」、「
し
か
る
に
長
安
に
私

曲
が
あ
り
、彼
の
死
後
、家
康
は
こ
れ
を
追
罰
し
た
」と
書
か
れ
て
い

ま
す
。二
年
後
の『
山
師
』で
、正
面
か
ら
大
久
保
長
安
、大
蔵
藤
十
郎

の
こ
と
を
描
い
て
い
き
ま
す
。

『
世
阿
弥
』（
昭
和
32
年
）

『
世
阿
弥
』は
、『
芸
術
新
潮
』

昭
和
32
年
、1
9
5
7
年
の

2
月
号
に「
日
本
芸
譚（
二
）世
阿
弥　

松
本
清
張
」と
し
て
所
載
さ

れ
ま
し
た
。『
小
説
日
本
芸
譚
』「
後
記
」を
見
ま
す
と
、「
芸
術
家
は
存

在
し
て
も
、人
間
の
所
在
が
分
ら
な
い
」と
あ
り
ま
す
。芸
術
家
の
人

間
と
し
て
の
姿
が
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
困
惑
を
、「
当
人
が
芸
術

先
行
研
究
と
し
て
、小
野
寺
凡
氏
の「
松
本
清
張　

世
阿
弥
」や
森

本
穫
氏
の「
世
阿
弥
」評
が
あ
り
ま
す
が
、能
楽
研
究
者
の
も
の
と
し

て
増
田
正
造
氏
の
研
究
が
あ
り
ま
す
。仙
洞
御
所
へ
の
出
入
り
禁
止

に
対
す
る
世
阿
弥
の
描
写「
抵
抗
出
来
ぬ
破
滅
は
、時
に
壮
快
な
も

の
」は
、清
張
ら
し
い
渇
い
た
見
事
さ
だ
と
一
定
の
評
価
を
さ
れ
て

い
ま
す
。一
方
で
、清
張
の
能
の
理
解
に
対
し
て
は
批
判
を
さ
れ
て

い
る
。『
世
阿
弥
』の
中
の「
神
楽
の
余
興
か
ら
成
長
し
た
猿
楽
」と

か
、「
田
舎
猿
楽
で
あ
る
か
ら
、略
し
て
田
楽
と
い
っ
た
」と
い
う
記

述
は
少
し
く
乱
暴
に
す
ぎ
る
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

世
阿
弥
の
伝
書『
風
姿
花
伝
』は
七
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。最
後
が「
別
紙
口
伝
」で
す
。清
張
さ
ん
は
そ
の「
別
紙
口
伝
」

に
つ
い
て
世
阿
弥
が
五
十
六
歳
の
時
に
、老
境
に
入
っ
て
書
い
た
と

理
解
し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
困
る
と
も
批
判
し
て

い
ま
す
。「
年
寄
り
の
心
に
は
、何
事
も
若
く
し
た
が
る
も
の
な
り
」

の
一
文
を
取
り
上
げ
、清
張
さ
ん
は「
年
寄
り
の
羨
望
と
嫉
み
と
い

う
一
般
の
演
技
論
の
こ
の
主
題
が
、思
い
が
け
な
い
毒
液
の
飛
沫
を

彼
に
浴
び
せ
た
仕
儀
に
な
っ
た
」と
し
て
、「
芸
の
花
」を
求
め
て
若

い
年
代
と
格
闘
す
る
世
阿
弥
の
老
境
を
描
き
出
そ
う
と
さ
れ
た
わ

け
で
す
。し
か
し
、実
際
に
世
阿
弥
が「
別
紙
口
伝
」を
書
い
た
の
は

四
十
歳
ご
ろ
、応
永
十
年
、1
4
0
3
年
頃
に
成
立
し
て
い
る
の
で

す
。世
阿
弥
の
自
筆
本『
花
伝
第
七
別
紙
』が
残
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
に
は
仕
方
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。と
い
う
の
は
、世

阿
弥
の
能
楽
論
研
究
が
本
格
的
と
な
る
の
は
、実
は
昭
和
36
年
、『
歌

論
集
・
能
楽
論
集
』と
い
う
岩
波
の『
日
本
古
典
文
学
大
系
』の
本
文
が

出
て
か
ら
な
の
で
す
。特
に
花
伝
の
伝
本
研
究
が
一
定
の
完
成
を
見
、

誰
も
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、『
世
阿
弥　

禅
竹
』（
1
9
7
4
年
）

と
い
う
表
章
氏
・
加
藤
周
一
氏
に
よ
る
研
究
書
か
ら
で
す
。清
張
さ

ん
は『
風
姿
花
伝
』や『
申
楽
談
儀
』と
い
っ
た
能
楽
伝
書
を
こ
れ
で

も
か
と
い
う
ぐ
ら
い
読
み
込
み
、作
品
の
中
に
詰
め
込
ん
で
い
ま

す
。清
張
さ
ん
は
、昭
和
15
年
の
能
勢
朝
次
先
生
の『
世
阿
弥
十
六
部

集
評
釈
』と
、昭
和
18
年
の
川
瀬
一
馬
博
士
の『
世
阿
弥
自
筆
伝
書

集
』な
ど
は
読
ん
で
い
る
の
で
す
が
、『
世
阿
弥
』を
書
か
れ
た
昭
和

30
年
代
前
半
に
は
、ま
だ『
風
姿
花
伝
』の
成
立
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

清
張
さ
ん
は『
世
阿
弥
』の
中
に
世
阿
弥
の
伝
書
だ
け
で
な
く
、世

阿
弥
の
娘
婿
で
あ
る
金
春
禅
竹
が
書
い
た『
歌
舞
髄
脳
記
』と
い
う

伝
書
を
引
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
清
張
さ
ん
の
プ
ラ
ス
の
点
だ
と

思
い
ま
す
。具
体
的
に
い
う
と
、足
利
義
満
が
一
流
の
鑑
賞
眼
を

持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
上
で
、「
花
を
か
ざ
し
玉
を
み
が
く
風
流

に
至
り
て
は
、鹿
苑
院
殿（
義
満
）の
御
代
よ
り
殊
に
盛
り
に
し
て
、

和
州
江
州
の
芸
人
、あ
ま
ね
く
御
覧
じ
別
ち
、強
俗
を
斥
け
、幽
玄
を

ば
請
じ（
強
い
俗
性
を
退
け
て
幽
玄
の
能
を
求
め
）、諸
家
の
名
匠
善

悪
の
御
批
判
、分
明
仰
せ
出
さ
れ
し
よ
り
、道
の
筋
目
品
々
位
位
を

弁
え
、芸
道
に
於
て
は
更
に
私
な
き
も
の
な
り（
猿
楽
の
芸
道
の
筋

目
、品
位
が
上
が
っ
て
き
て
、芸
道
に
お
い
て
は
勝
手
な
振
る
舞
い

が
で
き
な
く
な
っ
た
）」と『
歌
舞
髄
脳
記
』を
引
用
し
て
い
ま
す
。金

春
禅
竹
の
伝
書
研
究
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
昭
和
7
年
の

野
々
村
戒
三
氏
の『
金
春
十
七
部
集
』か
ら
で
す
。そ
し
て
、昭
和
44

年
に
出
版
さ
れ
た
表
章
・
伊
藤
正
義
氏
校
注
の『
金
春
古
伝
書
集
成
』

に
よ
っ
て
、初
め
て
校
定
さ
れ
た
形
で
禅
竹
の『
歌
舞
髄
脳
記
』が
読

め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。正
し
い
形
で
禅
竹
伝
書
を
読
む
こ
と

の
難
し
い
昭
和
30
年
代
に
、清
張
さ
ん
は『
歌
舞
髄
脳
記
』を
自
ら
の

目
で
跋
文
ま
で
読
み
込
ん
で
引
用
し
て
い
る
。こ
れ
は
本
当
に
す
ご

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

批
判
さ
れ
た
清
張
さ
ん
の
能
楽
理
解
の
う
ち「
神
楽
の
余
興
か
ら

成
長
し
た
猿
楽
」と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、当
時
の
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
る
桑
田
忠
親
氏
の『
世
阿
弥
と
利
休
―
能
楽
と
茶
道
―
』

（
昭
和
31
年
、1
9
5
6
年
）か
ら
の
理
解
と
考
え
ら
れ
ま
す
。最
新

の
研
究
を
踏
ま
え
て
い
る
わ
け
で
す
。桑
田
氏
の
論
文
の
中
で
は
、

朝
廷
の
神
嘗
祭
や
伊
勢
神
宮
の
大
祭
の
神
楽
の
後
で
余
興
と
し
て

猿
楽
は
始
ま
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。『
小
説
日
本
芸
譚
』「
後
記
」

で
、清
張
さ
ん
は「
な
る
べ
く
誤
り
の
な
い
見
方
を
す
る
よ
う
に
努

め
た
。（
中
略
）読
書
の
外
に
は
、出
来
る
だ
け
専
門
学
者
を
訪
ね
て

意
見
を
き
い
た
」と
あ
り
、そ
の
中
に
、桑
田
忠
親
、久
野
健
、谷
信
一

と
い
っ
た
当
代
き
っ
て
の
学
者
の
名
前
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
田
楽
は
田
舎
猿
楽
で
あ
る
か
ら
田
楽
」と
い
う
理
解
も
、実
は
桑
田

忠
親
氏
の
ご
論
の
中
に
あ
る
。

『
山
師
』（
昭
和
30
年
）

清
張
さ
ん
は
こ
の『
山
師
』に
つ
い

て
、「
私
の
歴
史
小
説
と
し
て
は
最

初
の
気
に
入
っ
た
も
の
」と
書
い
て
い
ま
す
。家
康
が
天
正
十
八
年

に
京
都
か
ら
四
座
の
猿
楽
を
よ
ん
で
興
行
し
た
。役
者
共
は
か
な
り

長
期
に
留
め
置
か
れ
、替
る
替
る
夜
詰
め
に
罷
り
上
っ
た
、な
ど
と

具
体
的
に
猿
楽
役
者
の
役
目
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
末
座
に

座
っ
て
い
た
猿
楽
役
者
の
大
蔵
藤
十
郎
が
家
康
に
近
づ
い
て
行
く

の
で
す
。「
家
業
の
猿
楽
師
を
廃
め
て
金
を
掘
る
奉
行
に
な
ら
ぬ
か
」

と
家
康
が
誘
う
と
、藤
十
郎
は「
何
分
に
も
畏
み
奉
り
候
」と
答
え

る
。「
顔
は
一
時
に
血
の
色
が
さ
し
、返
事
に
は
弾
ん
だ
息
が
單
っ
て

い
た
」。ね
ら
っ
て
い
た
金
堀
奉
行（
山
師
）に
な
る
こ
と
で
大
き
く

出
世
し
て
い
く
と
い
う
話
で
す
。

猿
楽
興
業
の
奉
行
が
大
蔵
藤
十
郎
を
家
康
に
取
り
次
ぐ
場
面
で
、

家
康
は「
猿
楽
役
者
が
の
う
」と
目
を
天
井
に
向
け
な
が
ら
言
う
。家

康
は
猿
楽
を
愛
し
楽
し
ん
で
い
る
が
、ど
こ
か
猿
楽
に
対
す
る
冷
や

や
か
な
眼
差
し
を
持
つ
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。大
蔵
藤
十

郎
の
生
い
立
ち
な
ど
も
、清
張
さ
ん
は
し
っ
か
り
と
研
究
し
て
書
い

て
い
る
。大
蔵
太
夫
と
い
う
猿
楽
師
の
子
で
武
田
藩
に
仕
え
て
い
た

こ
と
、猿
楽
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
、も
と
も
と
金
春
が
出

身
で
あ
る
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

『
破
談
変
異
』（
昭
和
31
年
）

こ
の
作
品
で
は
能
の
モ

チ
ー
フ
を
小
説
の
主
題
に

大
き
く
取
り
込
ん
で
い
る
。そ
の
中
で「
八
嶋
」と
い
う
能
が
引
用
さ

れ
ま
す
。

「
江
戸
城
中
、二
の
丸
殿
に
し
つ
ら
え
た
舞
台
で
は
、京
よ
り
四
座

の
能
役
者
を
呼
び
く
だ
し
て
、舞
わ
せ
て
い
た
。寛
永
五
年
の
春
の

こ
と
で
あ
る
。曲
は
家
光
の
好
き
な
〝
八
嶋
〞
で
あ
っ
た
。家
光
は

正
面
の
座
か
ら
身
体
を
前
に
の
り
だ
す
よ
う
に
し
て
観
て
い
た
」

『
山
師
』に
出
て
き
た
、家
康
の
天
正
十
八
年
の
能
の
舞
台
に
続
く

も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。一
番
に
〝
八
嶋
〞
を
持
っ

て
き
て
い
る
の
が
印
象
的
で
す
。

「
景
清
追
い
か
け
三
保
の
谷
が
、着
た
る
甲
の
錣
を
つ
か
ん
で
、う

し
ろ
へ
引
け
ば
三
保
の
谷
も
、身
を
の
が
れ
ん
と
前
へ
ゆ
く
、互
い
に

え
い
や
と
、引
く
ち
か
ら
に
、鉢
付
け
の
板
よ
り
、引
き
ち
ぎ
っ
て
―
」

と
い
う
悪
七
兵
衛
景
清
の
錣
引
き
の
段
も
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
破
談
変
異
』の
主
題
は
武
士
の
名
分
で
す
。そ
こ
で
、能
の「
八
嶋
」

を
持
っ
て
く
る
の
が
非
常
に
う
ま
い
と
思
い
ま
す
。今
引
用
し
た
錣

引
き
の
ほ
か
に
、義
経
の
有
名
な
弓
流
し
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

す
。義
経
が
海
に
流
し
た
自
分
の
弱
い
弓
を
敵
に
取
ら
れ
ま
い
と
し

て
、危
険
を
顧
み
ず
に
取
り
返
す
と
い
う
、ま
さ
に
武
士
の
名
分
を

語
る
場
面
で
す
。そ
の
よ
う
に
、能
の「
八
嶋
」の
テ
ー
マ
と『
破
談
変

異
』の
テ
ー
マ
と
が
通
じ
合
っ
て
い
る
。と
て
も
印
象
的
な
能
の
取

り
入
れ
方
で
す
。

昭
和
の
女
性
師
範
が
テ
ー
マ
と

な
る
作
品
で
す
。能
の
謡
曲
が
大

き
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

津
田
京
子
は
某
流
の
謡
曲
の
女
性
師
匠
で
、大
師
匠
の
水
野
孝
輔

に
公
私
に
わ
た
り
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、京
子

は
自
分
の
弟
子
の
商
社
マ
ン
で
あ
る
村
井
英
夫
と
逢
瀬
を
重
ね
る

よ
う
に
な
る
。し
だ
い
に
狂
乱
し
て
、最
終
的
に
は
左
側
の
白
い
足

袋
を
村
井
の
家
の
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
、右
の
足
袋
は
つ
け
た
ま
ま
玉

川
上
水
で
溺
死
す
る
お
話
で
す
。

昭
和
61
年
に
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
い
ま
す
。ド
ラ
マ
で
は
、能
の「
鉄
輪
」

と
い
う
三
角
関
係
を
描
い
た
作
品
と
重
ね
た
設
定
に
な
っ
て
い
て
、

岩
下
志
麻
さ
ん
が
主
演
で
し
た
。

『
足
袋
』の
背
景
に
は
、昭
和
期
に
お
い
て
謡
曲
と
か
仕
舞
の
稽
古

の
人
口
が
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、女
性

師
範
も
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

な
か
っ
た
の
で
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、清
張
さ
ん
が
老
境
に
面

し
た
世
阿
弥
に
よ
っ
て「
第
七
別
紙
口
伝
」が
書
か
れ
た
と
捉
え
ら

れ
た
の
は
、全
く
自
然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
当
時
の
能
楽
研
究
を『
世
阿
弥
』の
表
現
の
中
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。野
上
豊
一
郎
さ
ん
の『
世
阿
彌
元
清
』と
い
う
論
文
の
中

で
は
、「
世
阿
弥
は
観
阿
弥
に
較
べ
て
遙
か
に
恵
ま
れ
た
境
遇
か
ら

出
発
し
た
」「
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
芸
道
に
精
進
す
る
こ
と
が
で

き
た
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。清
張
さ
ん
の『
世
阿
弥
』の「
世
阿
弥
は

初
め
か
ら
仕
合
せ
な
身
分
の
な
か
で
成
長
し
た
。彼
は
少
年
時
代
か

ら
義
満
の
傍
に
あ
っ
た
」「
彼
ら
の
喝
采
を
き
き
、匂
う
よ
う
な
貴
族

の
空
気
を
吸
っ
て
舞
っ
て
来
た
」と
い
う
表
現
は
、野
上
豊
一
郎
先

生
の
ご
論
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

『
世
阿
弥
』の
中
で
は
、己
自
身
の
消
失
を
恐
れ
、元
雅
へ
の
相
伝

を
惜
し
む
、「
拒
否
の
自
我
」を
持
つ
世
阿
弥
像
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。彼
自
身
が
主
役
で
、彼
の
作
劇
は
他
人
の
た
め
で
な
く
、そ
の
中

で
絶
え
ず
己
が
動
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う
記
述
が
あ

り
ま
す
が
、こ
れ
も
野
上
豊
一
郎
氏
の「
世
阿
弥
は
自
分
の
た
め
に
、

も
し
く
は
自
分
の
時
代
の
た
め
に
能
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
た
」「
い

つ
の
時
代
と
も
わ
か
ら
ぬ
子
孫
後
世
の
た
め
に
作
っ
た
の
で
も
な

か
っ
た
」と
い
う
、「
自
分
の
た
め
」と
い
う
表
現
を
う
ま
く
活
か
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

松
本
清
張
以
前
に
も
世
阿
弥
を
扱
っ
た
時
代
小
説
は
出
て
い
ま

す
。瀧
川
駿
氏
の『
世
阿
彌
』（
1
9
5
5
年
）は
、か
な
り
フ
ィ
ク

シ
ョ
ナ
ル
な
設
定
の
小
説
で
す
。山
崎
正
和
氏
の
戯
曲『
世
阿
弥
』は

岸
田
國
士
賞
を
と
り
、海
外
で
も
公
演
さ
れ
大
変
評
判
の
高
い
も
の

で
す
。

一
方
、清
張
さ
ん
の『
世
阿
弥
』は
世
阿
弥
と
い
う
人
間
に
、あ
く

ま
で
生
の
世
阿
弥
の『
風
姿
花
伝
』や
禅
竹
の『
申
楽
談
儀
』か
ら
迫

ろ
う
と
す
る
態
度
が
非
常
に
強
く
見
ら
れ
、か
な
り
緻
密
に
そ
の
伝

書
を
引
用
し
て
い
る
の
で
す
。さ
ら
に
は
、執
筆
時
点
に
お
け
る
野

上
豊
一
郎
氏
や
桑
田
忠
親
氏
と
い
う
一
流
の
学
者
の
最
新
研
究
を

取
り
込
み
、フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
部
分
は
か
な
り
抑
え
て
い
る
。清

張
さ
ん
の『
世
阿
弥
』は
世
阿
弥
本
人
の
言
葉
と
口
吻
、そ
し
て
当
時

最
新
の
研
究
状
況
か
ら
推
理
で
き
る
範
囲
で
、社
会
権
力
と
そ
れ
に

翻
弄
さ
れ
抵
抗
す
る
人
間
の
関
係
と
、心
境
・
業
・
芸
の
琢
磨
と
伝
承

に
お
け
る
人
間
の
内
面
的
真
実
を
見
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

『
足
袋
』（
昭
和
53
年
）

う
因
縁
か
ら
で
あ
っ
た
」「
宗
矩
は
土
井
の
ほ
か
、酒
井
忠
世
や
堀
田

正
盛
の
屋
敷
に
出
入
り
し
、猿
楽
を
観
た
り
、物
事
を
斡
旋
し
た
り

し
て
、し
だ
い
に
政
治
的
手
腕
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
」こ
の
よ
う
に
、

大
名
や
武
士
の
間
で
猿
楽
が
繋
が
り
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
場

面
が
出
て
き
ま
す
。

に
被
光
さ
れ
て
、見
え
な
く
な
っ
て
い
る
」「
芸
術
が
人
間
の
上
に
ハ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
」と
正
直
に
書
か
れ
て
お
り
、本
当

に
知
り
た
い
の
は
人
間
な
の
だ
と
も
明
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

む
ね
の
り

よ
ざ

よ

し
こ
ろ

か
な
わ
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能
楽
と
清
張
作
品

松
本
清
張『
世
阿
弥
』の
位
置
づ
け

『
世
阿
弥
』執
筆
と
能
楽
研
究

先
行
研
究
と『
世
阿
弥
』批
判

『
柳
生一族
』（
昭
和
30
年
）

で
は
、本
来
、出
雲
に
お
け
る
国
作
り
の「
主
役
」で
あ
っ
た
ス
サ

ノ
ヲ
が
、ど
う
し
て『
出
雲
国
風
土
記
』に
お
い
て「
主
役
」と
な
ら
ず
、

オ
ホ
ナ
ム
チ
、す
な
わ
ち
出
雲
大
社
に
今
日
祀
ら
れ
て
い
る
オ
オ
ク

ニ
ヌ
シ
が「
天
下
造
ら
し
し
大
神
」と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、ス
サ
ノ
ヲ
が『
出
雲
国
風
土
記
』だ
け
で

は
な
く
、『
古
事
記
』や『
日
本
書
紀
』と
い
っ
た
王
権
神
話
の
中
で
も

重
要
な
位
置
を
し
め
る
と
い
う
点
で
す
。ス
サ
ノ
ヲ
が
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ

ロ
チ
を
退
治
し
た
後
に
、最
終
的
に
草
薙
剣
は
天
照
大
御
神
に
献
上

さ
れ
ま
す
。出
雲
に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
及
び
御
子
神
の
神
話
の
形
成

は
、古
代
王
権
と
の
関
わ
り
を

視
野
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。さ
て
、ヤ
マ

タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
神
話
の
中
に

物
部
氏
と
関
わ
り
を
持
つ
も
の

が
存
在
し
ま
す
。『
日
本
書
紀
』

の
神
代
第
八
段
一
書
第
二
に
よ

る
と
、素
戔
嗚
尊
が
安
芸
国
の

可
愛
の
川
上
に
降
り
ま
す
。そ

こ
で
ヲ
ロ
チ
退
治
を
し
て
、稲

田
媛
を
出
雲
国
の
簸
の
川
上
に

遷
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。さ

て
、ヲ
ロ
チ
の
尾
か
ら
出
た
草

薙
剣
は
尾
張
に
あ
り
ま
す
が
、一
方
、ヲ
ロ
チ
を
斬
っ
た
剣
に
つ
い
て

は
、「
此
は
今
石
上
に
在
す
」と『
日
本
書
紀
』に
書
か
れ
て
い
る
。つ

ま
り
ヲ
ロ
チ
を
斬
っ
た
剣
は
石
上
に
あ
る
と
い
う
の
で
す
。こ
こ
で

想
起
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、石
上
神
宮
が
物
部
氏
に
深
く
関

わ
る
神
社
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

物
部
氏
と
出
雲
と
の
関
係
で
す
が
、『
日
本
書
紀
』崇
神
六
十
年
七

月
己
酉
条
を
見
ま
す
と
、物
部
氏
の
同
族
の
矢
田
部
造
の
遠
祖
武
諸

隅
が
出
雲
に
遣
わ
さ
れ
、出
雲
大
神
の
宮
に
あ
る
神
宝
が
天
皇
に
献

上
さ
れ
ま
す
。ま
た
、『
日
本
書
紀
』垂
仁
二
十
六
年
八
月
庚
辰
条
を

み
る
と
、出
雲
の
神
宝
を
物
部
氏
に
掌
ら
せ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。物
部
氏
が
出
雲
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
え
ず
、ス

サ
ノ
ヲ
及
び
御
子
神
の
信
仰
が
出
雲
全
域
に
広
が
っ
た
際
に
物
部

氏
が
果
た
し
た
役
割
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、出
雲
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
勢
力
と
し
て
、蘇
我
氏
の

存
在
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。装
飾
大
刀
の
柄
は
、出
雲

の
東
部
で
は
双
龍
環
頭
大
刀
で
す
。こ
れ
は
舶
載
系
で
蘇
我
氏
と
結

び
つ
く
。一
方
、西
部
の
太
刀
は
円
筒
で
す
。こ
れ
は
倭
風
で
物
部
氏

と
関
係
し
て
い
る
。最
終
的
に
は
用
明
天
皇
没
後
に
起
き
た
蘇
我
物

部
戦
争
で
蘇
我
氏
が
勝
利
し
た
た
め
、出
雲
東
部
の
勢
力
が
出
雲
全

体
を
統
一
し
、出
雲
国
造
に
就
任
し
た
と
い
う
考
え
方
が
、地
元
の

研
究
者
の
間
で
は
一
般
的
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

点
を
踏
ま
え
る
と
、当
初
、出
雲
全
域
に
広
が
っ
て
い
た
ス
サ
ノ
ヲ

及
び
御
子
神
の
神
話
に
か
ぶ
さ
る
形
で
、新
た
に
出
雲
国
造
に
よ
っ

て
、オ
ホ
ナ
ム
チ
を
頂
点
と
す
る「
天
下
造
ら
し
し
大
神
」の
神
話
が

成
立
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

「
出
雲
大
神
の
宮
」の
神
宝
の
検
校
を
物
部
氏
の
同
族
が
行
っ
た

こ
と
は
先
に
述
べ
ま
し
た
。こ
の「
出
雲
大
神
の
宮
」は
杵
築
大
社
を

指
す
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。と
す
る
と
、杵
築
大
社
の
祭
神
は
、

最
初
、ス
サ
ノ
ヲ
で
、後
に
オ
ホ
ナ
ム
チ
へ
と
転
じ
た
可
能
性
が
あ

る
。『
日
本
書
紀
』に
よ
れ
ば
、斉
明
朝
に
入
っ
て
、出
雲
国
造
に
よ
り

「
神
の
宮
」の
修
造
が
な
さ
れ
ま
す
。そ
の
際
に
、杵
築
大
社
の
祭
神

が
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。こ
の
祭
神
の
変
化
の
背
景
に
は
対
外
関
係
の
緊
張
が

あ
り
、「
治
天
下
大
王
」（
天
下
を
治
め
る
大
王
）に
対
応
す
る
形
で『
出

雲
国
風
土
記
』に
見
え
る「
所
造
天
下
大
神
」（
天
下
を
造
っ
た
大
神
）

が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

『
松
本
清
張
と
能
楽

　
　―

芸
能
者
へ
の
ま
な
ざ
し
を
め
ぐ
っ
て―

』

研
究
発
表

倉
持 

長
子

国
士
舘
大
学
専
任
講
師

発
表
者

柳
生
宗
矩
の
能
好
き
は
歴
史
的

に
も
有
名
で
す
。「
柳
生
宗
頼（
宗
矩

の
前
の
名
前
）は
利
勝
に
凭
っ
た
。

利
勝
は
猿
楽
を
好
む
。宗
頼
も
は

な
は
だ
好
ん
だ
。は
じ
め
は
そ
う
い

『
戦
国
権
謀
』（
昭
和
28
年
）
「（
大
久
保
）忠
隣
の
改
易

の
も
う
一
つ
、心
当
り
の
原

因
は
、彼
の
苗
字
子
で
あ
っ
た
大
久
保
長
安
の
不
始
末
も
あ
っ
て
、

家
康
の
心
証
を
損
ね
て
い
た
に
も
よ
ろ
う
。長
安
は
、も
と
大
蔵
藤

十
郎
と
い
っ
て
一
介
の
能
役
者
で
あ
っ
た
」と
あ
り
、「
こ
の
藤
十
郎

に
大
久
保
姓
を
名
乗
ら
せ
た
の
は
家
康
で
」、「
し
か
る
に
長
安
に
私

曲
が
あ
り
、彼
の
死
後
、家
康
は
こ
れ
を
追
罰
し
た
」と
書
か
れ
て
い

ま
す
。二
年
後
の『
山
師
』で
、正
面
か
ら
大
久
保
長
安
、大
蔵
藤
十
郎

の
こ
と
を
描
い
て
い
き
ま
す
。

『
世
阿
弥
』（
昭
和
32
年
）

『
世
阿
弥
』は
、『
芸
術
新
潮
』

昭
和
32
年
、1
9
5
7
年
の

2
月
号
に「
日
本
芸
譚（
二
）世
阿
弥　

松
本
清
張
」と
し
て
所
載
さ

れ
ま
し
た
。『
小
説
日
本
芸
譚
』「
後
記
」を
見
ま
す
と
、「
芸
術
家
は
存

在
し
て
も
、人
間
の
所
在
が
分
ら
な
い
」と
あ
り
ま
す
。芸
術
家
の
人

間
と
し
て
の
姿
が
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
困
惑
を
、「
当
人
が
芸
術

先
行
研
究
と
し
て
、小
野
寺
凡
氏
の「
松
本
清
張　

世
阿
弥
」や
森

本
穫
氏
の「
世
阿
弥
」評
が
あ
り
ま
す
が
、能
楽
研
究
者
の
も
の
と
し

て
増
田
正
造
氏
の
研
究
が
あ
り
ま
す
。仙
洞
御
所
へ
の
出
入
り
禁
止

に
対
す
る
世
阿
弥
の
描
写「
抵
抗
出
来
ぬ
破
滅
は
、時
に
壮
快
な
も

の
」は
、清
張
ら
し
い
渇
い
た
見
事
さ
だ
と
一
定
の
評
価
を
さ
れ
て

い
ま
す
。一
方
で
、清
張
の
能
の
理
解
に
対
し
て
は
批
判
を
さ
れ
て

い
る
。『
世
阿
弥
』の
中
の「
神
楽
の
余
興
か
ら
成
長
し
た
猿
楽
」と

か
、「
田
舎
猿
楽
で
あ
る
か
ら
、略
し
て
田
楽
と
い
っ
た
」と
い
う
記

述
は
少
し
く
乱
暴
に
す
ぎ
る
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

世
阿
弥
の
伝
書『
風
姿
花
伝
』は
七
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。最
後
が「
別
紙
口
伝
」で
す
。清
張
さ
ん
は
そ
の「
別
紙
口
伝
」

に
つ
い
て
世
阿
弥
が
五
十
六
歳
の
時
に
、老
境
に
入
っ
て
書
い
た
と

理
解
し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
困
る
と
も
批
判
し
て

い
ま
す
。「
年
寄
り
の
心
に
は
、何
事
も
若
く
し
た
が
る
も
の
な
り
」

の
一
文
を
取
り
上
げ
、清
張
さ
ん
は「
年
寄
り
の
羨
望
と
嫉
み
と
い

う
一
般
の
演
技
論
の
こ
の
主
題
が
、思
い
が
け
な
い
毒
液
の
飛
沫
を

彼
に
浴
び
せ
た
仕
儀
に
な
っ
た
」と
し
て
、「
芸
の
花
」を
求
め
て
若

い
年
代
と
格
闘
す
る
世
阿
弥
の
老
境
を
描
き
出
そ
う
と
さ
れ
た
わ

け
で
す
。し
か
し
、実
際
に
世
阿
弥
が「
別
紙
口
伝
」を
書
い
た
の
は

四
十
歳
ご
ろ
、応
永
十
年
、1
4
0
3
年
頃
に
成
立
し
て
い
る
の
で

す
。世
阿
弥
の
自
筆
本『
花
伝
第
七
別
紙
』が
残
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
に
は
仕
方
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。と
い
う
の
は
、世

阿
弥
の
能
楽
論
研
究
が
本
格
的
と
な
る
の
は
、実
は
昭
和
36
年
、『
歌

論
集
・
能
楽
論
集
』と
い
う
岩
波
の『
日
本
古
典
文
学
大
系
』の
本
文
が

出
て
か
ら
な
の
で
す
。特
に
花
伝
の
伝
本
研
究
が
一
定
の
完
成
を
見
、

誰
も
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、『
世
阿
弥　

禅
竹
』（
1
9
7
4
年
）

と
い
う
表
章
氏
・
加
藤
周
一
氏
に
よ
る
研
究
書
か
ら
で
す
。清
張
さ

ん
は『
風
姿
花
伝
』や『
申
楽
談
儀
』と
い
っ
た
能
楽
伝
書
を
こ
れ
で

も
か
と
い
う
ぐ
ら
い
読
み
込
み
、作
品
の
中
に
詰
め
込
ん
で
い
ま

す
。清
張
さ
ん
は
、昭
和
15
年
の
能
勢
朝
次
先
生
の『
世
阿
弥
十
六
部

集
評
釈
』と
、昭
和
18
年
の
川
瀬
一
馬
博
士
の『
世
阿
弥
自
筆
伝
書

集
』な
ど
は
読
ん
で
い
る
の
で
す
が
、『
世
阿
弥
』を
書
か
れ
た
昭
和

30
年
代
前
半
に
は
、ま
だ『
風
姿
花
伝
』の
成
立
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

清
張
さ
ん
は『
世
阿
弥
』の
中
に
世
阿
弥
の
伝
書
だ
け
で
な
く
、世

阿
弥
の
娘
婿
で
あ
る
金
春
禅
竹
が
書
い
た『
歌
舞
髄
脳
記
』と
い
う

伝
書
を
引
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
清
張
さ
ん
の
プ
ラ
ス
の
点
だ
と

思
い
ま
す
。具
体
的
に
い
う
と
、足
利
義
満
が
一
流
の
鑑
賞
眼
を

持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
上
で
、「
花
を
か
ざ
し
玉
を
み
が
く
風
流

に
至
り
て
は
、鹿
苑
院
殿（
義
満
）の
御
代
よ
り
殊
に
盛
り
に
し
て
、

和
州
江
州
の
芸
人
、あ
ま
ね
く
御
覧
じ
別
ち
、強
俗
を
斥
け
、幽
玄
を

ば
請
じ（
強
い
俗
性
を
退
け
て
幽
玄
の
能
を
求
め
）、諸
家
の
名
匠
善

悪
の
御
批
判
、分
明
仰
せ
出
さ
れ
し
よ
り
、道
の
筋
目
品
々
位
位
を

弁
え
、芸
道
に
於
て
は
更
に
私
な
き
も
の
な
り（
猿
楽
の
芸
道
の
筋

目
、品
位
が
上
が
っ
て
き
て
、芸
道
に
お
い
て
は
勝
手
な
振
る
舞
い

が
で
き
な
く
な
っ
た
）」と『
歌
舞
髄
脳
記
』を
引
用
し
て
い
ま
す
。金

春
禅
竹
の
伝
書
研
究
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
昭
和
7
年
の

野
々
村
戒
三
氏
の『
金
春
十
七
部
集
』か
ら
で
す
。そ
し
て
、昭
和
44

年
に
出
版
さ
れ
た
表
章
・
伊
藤
正
義
氏
校
注
の『
金
春
古
伝
書
集
成
』

に
よ
っ
て
、初
め
て
校
定
さ
れ
た
形
で
禅
竹
の『
歌
舞
髄
脳
記
』が
読

め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。正
し
い
形
で
禅
竹
伝
書
を
読
む
こ
と

の
難
し
い
昭
和
30
年
代
に
、清
張
さ
ん
は『
歌
舞
髄
脳
記
』を
自
ら
の

目
で
跋
文
ま
で
読
み
込
ん
で
引
用
し
て
い
る
。こ
れ
は
本
当
に
す
ご

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

批
判
さ
れ
た
清
張
さ
ん
の
能
楽
理
解
の
う
ち「
神
楽
の
余
興
か
ら

成
長
し
た
猿
楽
」と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、当
時
の
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
る
桑
田
忠
親
氏
の『
世
阿
弥
と
利
休
―
能
楽
と
茶
道
―
』

（
昭
和
31
年
、1
9
5
6
年
）か
ら
の
理
解
と
考
え
ら
れ
ま
す
。最
新

の
研
究
を
踏
ま
え
て
い
る
わ
け
で
す
。桑
田
氏
の
論
文
の
中
で
は
、

朝
廷
の
神
嘗
祭
や
伊
勢
神
宮
の
大
祭
の
神
楽
の
後
で
余
興
と
し
て

猿
楽
は
始
ま
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。『
小
説
日
本
芸
譚
』「
後
記
」

で
、清
張
さ
ん
は「
な
る
べ
く
誤
り
の
な
い
見
方
を
す
る
よ
う
に
努

め
た
。（
中
略
）読
書
の
外
に
は
、出
来
る
だ
け
専
門
学
者
を
訪
ね
て

意
見
を
き
い
た
」と
あ
り
、そ
の
中
に
、桑
田
忠
親
、久
野
健
、谷
信
一

と
い
っ
た
当
代
き
っ
て
の
学
者
の
名
前
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
田
楽
は
田
舎
猿
楽
で
あ
る
か
ら
田
楽
」と
い
う
理
解
も
、実
は
桑
田

忠
親
氏
の
ご
論
の
中
に
あ
る
。

『
山
師
』（
昭
和
30
年
）

清
張
さ
ん
は
こ
の『
山
師
』に
つ
い

て
、「
私
の
歴
史
小
説
と
し
て
は
最

初
の
気
に
入
っ
た
も
の
」と
書
い
て
い
ま
す
。家
康
が
天
正
十
八
年

に
京
都
か
ら
四
座
の
猿
楽
を
よ
ん
で
興
行
し
た
。役
者
共
は
か
な
り

長
期
に
留
め
置
か
れ
、替
る
替
る
夜
詰
め
に
罷
り
上
っ
た
、な
ど
と

具
体
的
に
猿
楽
役
者
の
役
目
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
末
座
に

座
っ
て
い
た
猿
楽
役
者
の
大
蔵
藤
十
郎
が
家
康
に
近
づ
い
て
行
く

の
で
す
。「
家
業
の
猿
楽
師
を
廃
め
て
金
を
掘
る
奉
行
に
な
ら
ぬ
か
」

と
家
康
が
誘
う
と
、藤
十
郎
は「
何
分
に
も
畏
み
奉
り
候
」と
答
え

る
。「
顔
は
一
時
に
血
の
色
が
さ
し
、返
事
に
は
弾
ん
だ
息
が
單
っ
て

い
た
」。ね
ら
っ
て
い
た
金
堀
奉
行（
山
師
）に
な
る
こ
と
で
大
き
く

出
世
し
て
い
く
と
い
う
話
で
す
。

猿
楽
興
業
の
奉
行
が
大
蔵
藤
十
郎
を
家
康
に
取
り
次
ぐ
場
面
で
、

家
康
は「
猿
楽
役
者
が
の
う
」と
目
を
天
井
に
向
け
な
が
ら
言
う
。家

康
は
猿
楽
を
愛
し
楽
し
ん
で
い
る
が
、ど
こ
か
猿
楽
に
対
す
る
冷
や

や
か
な
眼
差
し
を
持
つ
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。大
蔵
藤
十

郎
の
生
い
立
ち
な
ど
も
、清
張
さ
ん
は
し
っ
か
り
と
研
究
し
て
書
い

て
い
る
。大
蔵
太
夫
と
い
う
猿
楽
師
の
子
で
武
田
藩
に
仕
え
て
い
た

こ
と
、猿
楽
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
、も
と
も
と
金
春
が
出

身
で
あ
る
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

『
破
談
変
異
』（
昭
和
31
年
）

こ
の
作
品
で
は
能
の
モ

チ
ー
フ
を
小
説
の
主
題
に

大
き
く
取
り
込
ん
で
い
る
。そ
の
中
で「
八
嶋
」と
い
う
能
が
引
用
さ

れ
ま
す
。

「
江
戸
城
中
、二
の
丸
殿
に
し
つ
ら
え
た
舞
台
で
は
、京
よ
り
四
座

の
能
役
者
を
呼
び
く
だ
し
て
、舞
わ
せ
て
い
た
。寛
永
五
年
の
春
の

こ
と
で
あ
る
。曲
は
家
光
の
好
き
な
〝
八
嶋
〞
で
あ
っ
た
。家
光
は

正
面
の
座
か
ら
身
体
を
前
に
の
り
だ
す
よ
う
に
し
て
観
て
い
た
」

『
山
師
』に
出
て
き
た
、家
康
の
天
正
十
八
年
の
能
の
舞
台
に
続
く

も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。一
番
に
〝
八
嶋
〞
を
持
っ

て
き
て
い
る
の
が
印
象
的
で
す
。

「
景
清
追
い
か
け
三
保
の
谷
が
、着
た
る
甲
の
錣
を
つ
か
ん
で
、う

し
ろ
へ
引
け
ば
三
保
の
谷
も
、身
を
の
が
れ
ん
と
前
へ
ゆ
く
、互
い
に

え
い
や
と
、引
く
ち
か
ら
に
、鉢
付
け
の
板
よ
り
、引
き
ち
ぎ
っ
て
―
」

と
い
う
悪
七
兵
衛
景
清
の
錣
引
き
の
段
も
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
破
談
変
異
』の
主
題
は
武
士
の
名
分
で
す
。そ
こ
で
、能
の「
八
嶋
」

を
持
っ
て
く
る
の
が
非
常
に
う
ま
い
と
思
い
ま
す
。今
引
用
し
た
錣

引
き
の
ほ
か
に
、義
経
の
有
名
な
弓
流
し
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

す
。義
経
が
海
に
流
し
た
自
分
の
弱
い
弓
を
敵
に
取
ら
れ
ま
い
と
し

て
、危
険
を
顧
み
ず
に
取
り
返
す
と
い
う
、ま
さ
に
武
士
の
名
分
を

語
る
場
面
で
す
。そ
の
よ
う
に
、能
の「
八
嶋
」の
テ
ー
マ
と『
破
談
変

異
』の
テ
ー
マ
と
が
通
じ
合
っ
て
い
る
。と
て
も
印
象
的
な
能
の
取

り
入
れ
方
で
す
。

昭
和
の
女
性
師
範
が
テ
ー
マ
と

な
る
作
品
で
す
。能
の
謡
曲
が
大

き
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

津
田
京
子
は
某
流
の
謡
曲
の
女
性
師
匠
で
、大
師
匠
の
水
野
孝
輔

に
公
私
に
わ
た
り
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、京
子

は
自
分
の
弟
子
の
商
社
マ
ン
で
あ
る
村
井
英
夫
と
逢
瀬
を
重
ね
る

よ
う
に
な
る
。し
だ
い
に
狂
乱
し
て
、最
終
的
に
は
左
側
の
白
い
足

袋
を
村
井
の
家
の
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
、右
の
足
袋
は
つ
け
た
ま
ま
玉

川
上
水
で
溺
死
す
る
お
話
で
す
。

昭
和
61
年
に
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
い
ま
す
。ド
ラ
マ
で
は
、能
の「
鉄
輪
」

と
い
う
三
角
関
係
を
描
い
た
作
品
と
重
ね
た
設
定
に
な
っ
て
い
て
、

岩
下
志
麻
さ
ん
が
主
演
で
し
た
。

『
足
袋
』の
背
景
に
は
、昭
和
期
に
お
い
て
謡
曲
と
か
仕
舞
の
稽
古

の
人
口
が
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、女
性

師
範
も
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

な
か
っ
た
の
で
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、清
張
さ
ん
が
老
境
に
面

し
た
世
阿
弥
に
よ
っ
て「
第
七
別
紙
口
伝
」が
書
か
れ
た
と
捉
え
ら

れ
た
の
は
、全
く
自
然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
当
時
の
能
楽
研
究
を『
世
阿
弥
』の
表
現
の
中
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。野
上
豊
一
郎
さ
ん
の『
世
阿
彌
元
清
』と
い
う
論
文
の
中

で
は
、「
世
阿
弥
は
観
阿
弥
に
較
べ
て
遙
か
に
恵
ま
れ
た
境
遇
か
ら

出
発
し
た
」「
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
芸
道
に
精
進
す
る
こ
と
が
で

き
た
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。清
張
さ
ん
の『
世
阿
弥
』の「
世
阿
弥
は

初
め
か
ら
仕
合
せ
な
身
分
の
な
か
で
成
長
し
た
。彼
は
少
年
時
代
か

ら
義
満
の
傍
に
あ
っ
た
」「
彼
ら
の
喝
采
を
き
き
、匂
う
よ
う
な
貴
族

の
空
気
を
吸
っ
て
舞
っ
て
来
た
」と
い
う
表
現
は
、野
上
豊
一
郎
先

生
の
ご
論
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

『
世
阿
弥
』の
中
で
は
、己
自
身
の
消
失
を
恐
れ
、元
雅
へ
の
相
伝

を
惜
し
む
、「
拒
否
の
自
我
」を
持
つ
世
阿
弥
像
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。彼
自
身
が
主
役
で
、彼
の
作
劇
は
他
人
の
た
め
で
な
く
、そ
の
中

で
絶
え
ず
己
が
動
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う
記
述
が
あ

り
ま
す
が
、こ
れ
も
野
上
豊
一
郎
氏
の「
世
阿
弥
は
自
分
の
た
め
に
、

も
し
く
は
自
分
の
時
代
の
た
め
に
能
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
た
」「
い

つ
の
時
代
と
も
わ
か
ら
ぬ
子
孫
後
世
の
た
め
に
作
っ
た
の
で
も
な

か
っ
た
」と
い
う
、「
自
分
の
た
め
」と
い
う
表
現
を
う
ま
く
活
か
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

松
本
清
張
以
前
に
も
世
阿
弥
を
扱
っ
た
時
代
小
説
は
出
て
い
ま

す
。瀧
川
駿
氏
の『
世
阿
彌
』（
1
9
5
5
年
）は
、か
な
り
フ
ィ
ク

シ
ョ
ナ
ル
な
設
定
の
小
説
で
す
。山
崎
正
和
氏
の
戯
曲『
世
阿
弥
』は

岸
田
國
士
賞
を
と
り
、海
外
で
も
公
演
さ
れ
大
変
評
判
の
高
い
も
の

で
す
。

一
方
、清
張
さ
ん
の『
世
阿
弥
』は
世
阿
弥
と
い
う
人
間
に
、あ
く

ま
で
生
の
世
阿
弥
の『
風
姿
花
伝
』や
禅
竹
の『
申
楽
談
儀
』か
ら
迫

ろ
う
と
す
る
態
度
が
非
常
に
強
く
見
ら
れ
、か
な
り
緻
密
に
そ
の
伝

書
を
引
用
し
て
い
る
の
で
す
。さ
ら
に
は
、執
筆
時
点
に
お
け
る
野

上
豊
一
郎
氏
や
桑
田
忠
親
氏
と
い
う
一
流
の
学
者
の
最
新
研
究
を

取
り
込
み
、フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
部
分
は
か
な
り
抑
え
て
い
る
。清

張
さ
ん
の『
世
阿
弥
』は
世
阿
弥
本
人
の
言
葉
と
口
吻
、そ
し
て
当
時

最
新
の
研
究
状
況
か
ら
推
理
で
き
る
範
囲
で
、社
会
権
力
と
そ
れ
に

翻
弄
さ
れ
抵
抗
す
る
人
間
の
関
係
と
、心
境
・
業
・
芸
の
琢
磨
と
伝
承

に
お
け
る
人
間
の
内
面
的
真
実
を
見
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

『
足
袋
』（
昭
和
53
年
）

う
因
縁
か
ら
で
あ
っ
た
」「
宗
矩
は
土
井
の
ほ
か
、酒
井
忠
世
や
堀
田

正
盛
の
屋
敷
に
出
入
り
し
、猿
楽
を
観
た
り
、物
事
を
斡
旋
し
た
り

し
て
、し
だ
い
に
政
治
的
手
腕
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
」こ
の
よ
う
に
、

大
名
や
武
士
の
間
で
猿
楽
が
繋
が
り
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
場

面
が
出
て
き
ま
す
。

に
被
光
さ
れ
て
、見
え
な
く
な
っ
て
い
る
」「
芸
術
が
人
間
の
上
に
ハ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
」と
正
直
に
書
か
れ
て
お
り
、本
当

に
知
り
た
い
の
は
人
間
な
の
だ
と
も
明
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

む
ね
の
り

よ
ざ

よ

し
こ
ろ

か
な
わ
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戦後80年
特別企画

勝山公園周辺の 北九州市平和のまちミュージアム
企画展

「記憶の表象―継承とは何か、を問う―」
7月23日（水）― 10月13日（月・祝）

カタチ

北九州市立中央図書館
戦後80年企画展示

7月2日（水）― 10月13日（月・祝）

北九州市立文学館
企画展

「ペンと戦争―火野葦平、林芙美子の場合」
7月19日（土）― 9月28日（日）

　松本清張記念館友の会は、８月１日か
ら翌７月３１日までを１年間として、多彩な
事業を実施しております。
　年会費は３，０００円で
す。皆様のご入会をお待
ちしております。

友の会入会のお申込は、

松本清張記念館友の会事務局まで
TEL.093-582-2761

友の会  会員更新と
新規会員募集のお知らせ

松
本
清
張
の
乳
児
期
の
写
真
は
、
広
島
市
の
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
誕
後
、
家
族
で
移
り
住
ん
だ
小
倉
市
で
出
生
届
が
出
さ
れ
た
清
張
は
、
広
島

と
小
倉
2
つ
の
軍
都
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
軍
都
は
、
軍
人

や
軍
属
と
そ
の
家
族
が
集
ま
る
都
市
で
、商
都
で
も
あ
り
ま
し
た
。清
張
を
軸
に
、

文
学
者
と
軍
都
の
意
外
な
接
点
を
発
見
し
ま
す
。

ま
た
、
日
常
を
奪
わ
れ
た
者
の
哀
し
み
や
、
戦
争
を
厳
し
い
眼
で
描
い
た
清

張
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
平
時
に
も
戦
争
の
影
が
射
し
て
い
る
こ
と
、
戦
時
下

だ
け
が
戦
争
で
は
な
い
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
教
え
て
く
れ
ま
す
。

清
張
か
ら
の
問
い
か
け
に
、
私
た
ち
の
日
常
と
い
う
平
和
を
、
い
ま
い
ち
ど

確
か
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

陸
軍
小
倉
造
兵
廠
で
製
造
さ
れ
た
風
船
爆
弾
の
、気
密
度
検
査（
満
球
テ
ス
ト
）を
す
る
様
子
。

林
え
い
だ
い
氏
旧
蔵,

あ
り
ら
ん
文
庫
資
料
室
所
蔵,

登
戸
研
究
所
資
料
館
提
供

Ⅰ．松本清張とふたつの軍都
清張と関わりの深い土地である広島と
小倉を中心に、時に入れ違い、時に重なり
合う文学者の足跡にフォーカスします。

Ⅱ．占領下の「キャンプ・ジョウノ」
「黒地の絵」の舞台となった「キャンプ・
ジョウノ」の映像を放映。「黒地の絵」直筆原
稿も公開します。

Ⅲ．平和を問う清張作品
戦争を直接的に描いた清張作品は、さ
ほど多くはありません。しかし、戦争に
よって家族との日常を失った者の哀しみ
と憤りや、戦後も続く旧軍人の謀略など
を、厳しい眼で描いた名作があります。

広 島

新情報

◆文学者と兵隊のまち
　――原民喜、中原中也、松本清張
◆被爆のまち広島を歩く清張

◆衛生兵・清張と、軍医・小穴勝弘

小 倉
◆文学者と兵隊のまち
　――森鷗外、
　　　松本清張、
　　　やなせたかし
◆小倉あるいは
　　北九州の戦跡

松本清張が衛生兵だった時の上官（軍
医）・小穴勝弘は、戦後、作家となった清張
とも交流が続いていました。

明治大学平和教育登戸研究所資料館 協力展示
「小説帝銀事件」「日本の黒い霧」「黄色い風土」などで
清張はいち早く「登戸研究所」の存在に触れていました。

1952. CAMP JYONO

「黒地の絵」の舞台であるキャンプ・
ジョウノが撮影されている映像を上映
します。 （映像出典：米国国立公文書館）

松本清張と小穴勝弘
（上條千里氏所蔵）

松本清張
生後２ヶ月

小倉工廠　砲弾工場
（今村元市編『写真集 明治大正昭和 小倉』図書刊行会』）　

「黒い風土」原稿（のち「黄色い風土」に改題）

『神と野獣の日』
（1963年  光文社）

『黒地の絵』
（1958年  光文社）

やなせたかし
『アンパンマンの遺書』
（2013年  岩波書店）

４館の特別企画展期間中の９月２０日 から１０月１３日まで(文学館は、文学館の特別企画展終了後も１０月１３日まで）、
４館中３館に入館し専用スタンプを押印した方へオリジナルグッズを提供します（限定1,000人）。

池波正太郎（1923 ̶ 1990）と平岩弓枝（1932 ̶ 2023）の共通
点は何であろうか。二人共長谷川伸の主催する新鷹会で腕を
磨いた。大正12年の関東大震災の年に生まれた池波正太郎
は小学校を卒業すると社会に出た。十二歳のことだ。戦争から
戻ると、都の職員となり、読売新聞社の演劇文化賞に戯曲で
応募し、入選したことで、長谷川伸に師事する機会を得た。
しばらくは新国劇専門に戯曲を書くのだが、小説を書き始
めたのも長谷川伸のすすめだ。1960年（昭和35）に「錯乱」で
第43回直木賞を受賞する。「鬼平犯科帳」、「剣客商売」、「仕掛
人・藤枝梅安」に加え、「旅」、「映画」、「グルメ」などのエッセイ
でファンを引きつける。池波の作品を読むと、すらすらと筆を
進めて書いているような印象を受けるが、或るとき、筆が進ま
ずに行き詰まる。ふつうは、一日か二日で壁を突き破れるそう
だが、この時は五日も六日も先に進まなかった。池波はどうし
たのか？『日曜日の万年筆』（新潮文庫）に書いてあった。
ふと、猫のネネに眼が行った。「おい、ネネ。何を考えてい
る？」と声をかけると、ちらっと見たネネは、その顔をそむけ
た。その瞬間に「ひらめいた！」そうだ。十五枚ほど書き進めた
所で猫が出てくる連載小説、おそらく『剣客商売十二 十番斬
り』（新潮文庫）に収録されている「白い猫」であろう。ネネは
ご褒美に車海老をもらった。
平岩弓枝は代々木八幡宮の宮司の一人娘だ。誕生の時には
男の子用に、悠紀磨という名前も用意されていた。日本女子大
学国文学科を卒業し、縁があり、戸川幸雄の指導を受けるよう
になる。第一作「女の法案」は九回の書き直しの後に完成し
た。その一回一回に細かな指導が入った。平岩は書き直しをし
ながらもう一作、別な作品を仕上げた。それを戸川は『大衆文
芸』の編集長に渡す。長谷川伸と繋がった瞬間である。『大衆
文芸』は新鷹会の同人雑誌だったのだ。『鏨師』で第41回直木
賞を受賞する。平岩弓枝にとっては四作目の小説だ。刀剣鑑
定士を扱った話で、硬い文体が印象的だ。文春文庫版には、

長谷川伸の序文と直木賞選考委員会当日の三時間の様子が
書いてあり、受賞作の文体の硬さを和らげてくれる。その後、
テレビドラマの脚本の仕事が舞いこむ。NHKの連続テレビ小
説『旅路』やTBSテレビの『ありがとう』、『肝っ玉かあさん』な
どを書いた。それがその後小説の世界に戻った時に役に立っ
たことは言うまでもない。1973年（昭和48）から書き始めた『御
宿かわせみ』は人気シリーズとなる。幕末末期に二十二歳で登
場した「るい」は「東吾」と結婚し、旅籠「かわせみ」は明治とい
う時代を迎えた。文春文庫版で34巻の教養小説となった。
小学生の時に愛犬「トミ」の想い出を書いた作文が小学校
のパンフレットに載ったことで、平岩の両親は娘に文才がある
のではないかと思ったそうだが、この「トミ」という犬は、平岩
が小一の時、仮病で早退し、家にすぐ帰らずに公園で時間
つぶしをした時も付き合ってくれた。『私の履歴書』（日本経済
新聞社）にはその時のことがおもしろく書かれている。その後
に真相を知った母親は「犬までがぐるになって」と立腹したそ
うだ。
松本清張（1909 ̶ 1992）と関係の深い劇団は、「前進座」だ。
中村翫右衛門の『劇団五十年　わたしの前進座史』（未来社）
や中村梅之助の『前進座八十年』（朝日新聞出版）を紐解くと、
松本清張の名前が出てくる、出てくる。前進座が初めて取り組
んだ清張作品は「いびき」だ。1961年（昭和36）12月のことだ。
翌年には「左の腕」が上演され、清張作品は前進座の持ちネタ
の一つとなった。（「左の腕」は松本清張が留置所に十日ほど
入れられた時の経験が反映されている。）清張生誕百年の年
の2009年（平成21）にも演じられ、2021年（令和3）に仲代達矢
が役者生活七十周年記念公演を「無名塾」と行った時には、
「左の腕」で全国を廻った。
松本清張は作品を前進座に提供するだけではなく、1968年

（昭和43）に発足した若手を育てる「矢の会」の発起人にも名
を連ねている。松本清張の戯曲に関する理解度のすごさは、
『形影　菊池寛と佐佐木茂索』（『松本清張全集64』）を読むと
分かると井上ひさしは言っている。（『松本清張研究第二号』・
『松本清張生誕一〇〇年記念巡回展図録』）
松本清張は「赤猫」（『松本清張全集24』）を書いた。「赤猫」
とは火事や放火の隠語である。一方「愛犬」（『隠花の飾り』（新
潮文庫所収））と「指」（『水の肌』（新潮文庫所収））では「犬」が
重要な役割を演じる。

三人の作家の
文章修業（２）

松本清張友の会
 会長 加島 巧

友の会だより

松本清張研究奨励事業募集28第 回
募集要項

①松本清張の作品や人物を研究する活動
②松本清張の精神を継承する創造的かつ
　斬新な活動（調査、研究等）

入選者（団体）に１００万円を上限とする
研究奨励金を支給します。

※上記①②の活動で、こらから行おうとするもの。ジャンルは
　問いません。ただし、未発表に限ります。個人又は団体も可。

対
象

内
容

応
募
方
法

今後取組みたい調査・研究テーマ等の内容が具
体的に分かる企画書、予算書、参考資料（全て様
式は自由。ただし日本語）を令和８年３月３１日ま
でに応募してください。
詳しくは、ホームページをご覧になるか、記念館までお問合せください。
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戦後80年
特別企画

勝山公園周辺の 北九州市平和のまちミュージアム
企画展

「記憶の表象―継承とは何か、を問う―」
7月23日（水）― 10月13日（月・祝）

カタチ

北九州市立中央図書館
戦後80年企画展示

7月2日（水）― 10月13日（月・祝）

北九州市立文学館
企画展

「ペンと戦争―火野葦平、林芙美子の場合」
7月19日（土）― 9月28日（日）

　松本清張記念館友の会は、８月１日か
ら翌７月３１日までを１年間として、多彩な
事業を実施しております。
　年会費は３，０００円で
す。皆様のご入会をお待
ちしております。

友の会入会のお申込は、

松本清張記念館友の会事務局まで
TEL.093-582-2761

友の会  会員更新と
新規会員募集のお知らせ
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Ⅰ．松本清張とふたつの軍都
清張と関わりの深い土地である広島と
小倉を中心に、時に入れ違い、時に重なり
合う文学者の足跡にフォーカスします。

Ⅱ．占領下の「キャンプ・ジョウノ」
「黒地の絵」の舞台となった「キャンプ・
ジョウノ」の映像を放映。「黒地の絵」直筆原
稿も公開します。

Ⅲ．平和を問う清張作品
戦争を直接的に描いた清張作品は、さ
ほど多くはありません。しかし、戦争に
よって家族との日常を失った者の哀しみ
と憤りや、戦後も続く旧軍人の謀略など
を、厳しい眼で描いた名作があります。

広 島

新情報

◆文学者と兵隊のまち
　――原民喜、中原中也、松本清張
◆被爆のまち広島を歩く清張

◆衛生兵・清張と、軍医・小穴勝弘

小 倉
◆文学者と兵隊のまち
　――森鷗外、
　　　松本清張、
　　　やなせたかし
◆小倉あるいは
　　北九州の戦跡

松本清張が衛生兵だった時の上官（軍
医）・小穴勝弘は、戦後、作家となった清張
とも交流が続いていました。

明治大学平和教育登戸研究所資料館 協力展示
「小説帝銀事件」「日本の黒い霧」「黄色い風土」などで
清張はいち早く「登戸研究所」の存在に触れていました。

1952. CAMP JYONO

「黒地の絵」の舞台であるキャンプ・
ジョウノが撮影されている映像を上映
します。 （映像出典：米国国立公文書館）

松本清張と小穴勝弘
（上條千里氏所蔵）

松本清張
生後２ヶ月

小倉工廠　砲弾工場
（今村元市編『写真集 明治大正昭和 小倉』図書刊行会』）　

「黒い風土」原稿（のち「黄色い風土」に改題）

『神と野獣の日』
（1963年  光文社）

『黒地の絵』
（1958年  光文社）

やなせたかし
『アンパンマンの遺書』
（2013年  岩波書店）

４館の特別企画展期間中の９月２０日 から１０月１３日まで(文学館は、文学館の特別企画展終了後も１０月１３日まで）、
４館中３館に入館し専用スタンプを押印した方へオリジナルグッズを提供します（限定1,000人）。

池波正太郎（1923 ̶ 1990）と平岩弓枝（1932 ̶ 2023）の共通
点は何であろうか。二人共長谷川伸の主催する新鷹会で腕を
磨いた。大正12年の関東大震災の年に生まれた池波正太郎
は小学校を卒業すると社会に出た。十二歳のことだ。戦争から
戻ると、都の職員となり、読売新聞社の演劇文化賞に戯曲で
応募し、入選したことで、長谷川伸に師事する機会を得た。
しばらくは新国劇専門に戯曲を書くのだが、小説を書き始
めたのも長谷川伸のすすめだ。1960年（昭和35）に「錯乱」で
第43回直木賞を受賞する。「鬼平犯科帳」、「剣客商売」、「仕掛
人・藤枝梅安」に加え、「旅」、「映画」、「グルメ」などのエッセイ
でファンを引きつける。池波の作品を読むと、すらすらと筆を
進めて書いているような印象を受けるが、或るとき、筆が進ま
ずに行き詰まる。ふつうは、一日か二日で壁を突き破れるそう
だが、この時は五日も六日も先に進まなかった。池波はどうし
たのか？『日曜日の万年筆』（新潮文庫）に書いてあった。
ふと、猫のネネに眼が行った。「おい、ネネ。何を考えてい
る？」と声をかけると、ちらっと見たネネは、その顔をそむけ
た。その瞬間に「ひらめいた！」そうだ。十五枚ほど書き進めた
所で猫が出てくる連載小説、おそらく『剣客商売十二 十番斬
り』（新潮文庫）に収録されている「白い猫」であろう。ネネは
ご褒美に車海老をもらった。
平岩弓枝は代々木八幡宮の宮司の一人娘だ。誕生の時には
男の子用に、悠紀磨という名前も用意されていた。日本女子大
学国文学科を卒業し、縁があり、戸川幸雄の指導を受けるよう
になる。第一作「女の法案」は九回の書き直しの後に完成し
た。その一回一回に細かな指導が入った。平岩は書き直しをし
ながらもう一作、別な作品を仕上げた。それを戸川は『大衆文
芸』の編集長に渡す。長谷川伸と繋がった瞬間である。『大衆
文芸』は新鷹会の同人雑誌だったのだ。『鏨師』で第41回直木
賞を受賞する。平岩弓枝にとっては四作目の小説だ。刀剣鑑
定士を扱った話で、硬い文体が印象的だ。文春文庫版には、

長谷川伸の序文と直木賞選考委員会当日の三時間の様子が
書いてあり、受賞作の文体の硬さを和らげてくれる。その後、
テレビドラマの脚本の仕事が舞いこむ。NHKの連続テレビ小
説『旅路』やTBSテレビの『ありがとう』、『肝っ玉かあさん』な
どを書いた。それがその後小説の世界に戻った時に役に立っ
たことは言うまでもない。1973年（昭和48）から書き始めた『御
宿かわせみ』は人気シリーズとなる。幕末末期に二十二歳で登
場した「るい」は「東吾」と結婚し、旅籠「かわせみ」は明治とい
う時代を迎えた。文春文庫版で34巻の教養小説となった。
小学生の時に愛犬「トミ」の想い出を書いた作文が小学校
のパンフレットに載ったことで、平岩の両親は娘に文才がある
のではないかと思ったそうだが、この「トミ」という犬は、平岩
が小一の時、仮病で早退し、家にすぐ帰らずに公園で時間
つぶしをした時も付き合ってくれた。『私の履歴書』（日本経済
新聞社）にはその時のことがおもしろく書かれている。その後
に真相を知った母親は「犬までがぐるになって」と立腹したそ
うだ。
松本清張（1909 ̶ 1992）と関係の深い劇団は、「前進座」だ。
中村翫右衛門の『劇団五十年　わたしの前進座史』（未来社）
や中村梅之助の『前進座八十年』（朝日新聞出版）を紐解くと、
松本清張の名前が出てくる、出てくる。前進座が初めて取り組
んだ清張作品は「いびき」だ。1961年（昭和36）12月のことだ。
翌年には「左の腕」が上演され、清張作品は前進座の持ちネタ
の一つとなった。（「左の腕」は松本清張が留置所に十日ほど
入れられた時の経験が反映されている。）清張生誕百年の年
の2009年（平成21）にも演じられ、2021年（令和3）に仲代達矢
が役者生活七十周年記念公演を「無名塾」と行った時には、
「左の腕」で全国を廻った。
松本清張は作品を前進座に提供するだけではなく、1968年

（昭和43）に発足した若手を育てる「矢の会」の発起人にも名
を連ねている。松本清張の戯曲に関する理解度のすごさは、
『形影　菊池寛と佐佐木茂索』（『松本清張全集64』）を読むと
分かると井上ひさしは言っている。（『松本清張研究第二号』・
『松本清張生誕一〇〇年記念巡回展図録』）
松本清張は「赤猫」（『松本清張全集24』）を書いた。「赤猫」
とは火事や放火の隠語である。一方「愛犬」（『隠花の飾り』（新
潮文庫所収））と「指」（『水の肌』（新潮文庫所収））では「犬」が
重要な役割を演じる。

三人の作家の
文章修業（２）

松本清張友の会
 会長 加島 巧

友の会だより

松本清張研究奨励事業募集28第 回
募集要項

①松本清張の作品や人物を研究する活動
②松本清張の精神を継承する創造的かつ
　斬新な活動（調査、研究等）

入選者（団体）に１００万円を上限とする
研究奨励金を支給します。

※上記①②の活動で、こらから行おうとするもの。ジャンルは
　問いません。ただし、未発表に限ります。個人又は団体も可。

対
象

内
容

応
募
方
法

今後取組みたい調査・研究テーマ等の内容が具
体的に分かる企画書、予算書、参考資料（全て様
式は自由。ただし日本語）を令和８年３月３１日ま
でに応募してください。
詳しくは、ホームページをご覧になるか、記念館までお問合せください。
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TEL 093（582）2761  FAX 093（562）2303
https://www.seicho-mm.jp
制 作　㈱ハーティブレーン

〒８０３-０８１３ 北九州市小倉北区城内2番3号

講演会に行ってきました
日付 主催者・会場等

八幡西区黒崎市民センター
（八幡西区小地区公民館第１ブロック研修会）

若松中央市民センター（一人暮らし年長者ふれあい交歓会）

丸善リバーウォーク北九州店（丸善とのコラボイベント）

松本清張記念館（北九州市立大学留学生）

北九州市立周防学舎（ふるさとの文化コース）

北九州市立こども図書館（ビジネス支援講演会でのクロストーク）

小倉リーセントホテル（北九州総合デザイナー協会）

北九州市立周防学舎（生活情報コース）

若松区石峯公民館（石峯サロン）

北九州市商工会議所（北九州市商工会議所　正・副会頭会議）

松本清張記念館（九州ブロック教職員互助会）

旧門司税関（朝日新聞西部本社発刊９０周年記念講演会）

北九州市東京事務所（東京での出張講演）

アートホテル小倉ニュータガワ
（九州ブロック民生委員・児童委員関係事業会議情報交換会）

門司区藤松市民センター（市民センター講座）

八幡西区赤坂市民センター（生涯学習講座）
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バ
ー
の
女
給
、
潮
田
芳
子
は
「
連
載
中

の
小
説
『
野
盗
伝
奇
』
が
面
白
そ
う
だ
か

ら
」
と
書
い
た
手
紙
と
前
金
を
甲
信
新
聞

社
に
送
り
、
購
読
の
申
し
込
み
を
し
た
。

数
日
後
、
芳
子
の
も
と
に
作
者
の
杉
本

隆
治
か
ら
、
購
読
へ
の
御
礼
の
葉
書
が
届
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
芳
子
は
小
説
が
つ
ま

ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
理
由
で
新
聞
購
読
を
や

め
て
し
ま
う
。

杉
本
に
は
、
小
説
が
だ
ん
だ
ん
面
白
く
な
っ

て
き
た
と
い
う
自
負
が
あ
り
、
購
読
を
開
始
し

た
理
由
が
他
に
あ
る
と
に
ら
ん
で
芳
子
が
購
読

を
始
め
た
回
の
新
聞
か
ら
丹
念
に
見
て
い
っ

た
。
す
る
と
、「
臨
雲
峡
で
男
女
の
心
中
死
体
が

発
見
さ
れ
た
。
男
は
東
京
の
某
デ
パ
ー
ト
警
備

課
員
庄
田
咲
次
、
女
は
同
店
員
福
田
梅
子
と
判

明
し
た
。」
と
い
う
記
事
を
見
つ
け
た
。
興
味
を

も
っ
た
杉
本
は
探
偵
に
調
査
を
依
頼
し
た
。
報

告
書
に
は
庄
田
と
芳
子
が
情
人
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
杉
本
は
芳
子
が
心

中
事
件
に
関
係
し
て
い
る
と
疑
い
、
芳
子
に
揺

さ
ぶ
り
を
か
け
る
。
あ
る
時
、
杉
本
と
芳
子
、
そ

し
て
杉
本
が
懇
意
に
し
て
い
る
婦
人
編
集
者
の

田
坂
ふ
じ
こ
の
３
人
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
が
…
…
…
。

（
企
画
係
長　

久
冨　

友
嗣
）

松
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張
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究
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回
研
究
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表
会········

2

特
別
企
画
展「
軍
都
の
風
景
と
占
領
の
影
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前・戦
後
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友
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会
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報
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7

出
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講
演
報
告
、奨
励
事
業
等··················
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杉
本
隆
治
は
、

危
険
な
期
待
に
、

神
経
が
針
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

松本清張研究奨励事業
入選企画決定

27第 回

入選者

松本清張の作品世界における「無宿人」の眼差し
　　　――「疎外された層」の表象をめぐる比較文学的考察

（専修大学文学部教授）

肖瀟
松本清張ミステリーにおける女性探偵の人物造形

（名古屋大学人文学研究科博士後期課程２年）

中垣　恒太郎

「
地
方
紙
を
買
う
女
」
収
録
　『
白
い
闇
』　
昭
和
32
（
1
9
5
7
）
年
　
角
川
小
説
新
書

ミニ企画展

松本清張と芥川龍之介
ミニ企画展

松本清張と芥川龍之介

青年期、松本清張は芥川龍之介の作品を愛読し、影響を受けた
ことを『半生の記』などに書いています。それらの文章から、清張
の芥川への眼差しを紹介。また清張が実際に手に取り、読んだと
される小野家所蔵の芥川全集も展示しています。

毎月１回、古賀館長と地域の音楽家や朗読
家など有志があつまり、企画展示室やSEICHO
カフェにて開催しています。松本清張作品に関
連づけた楽曲の演奏や歌唱、清張作品の朗読
などに多くの方が参加されました。

朗読・ミュージック・おしゃべりサロン

地域作品コーナーを
設置しました。
北九州地域を舞台とした清張作品を紹介するコーナーを常設

展示室内に開設しました。
清張作品を文章でたどり、作品の背景やそれらの舞台がどの

ような変化を遂げているかを紹介しています。

令和７年６月２６日（木）、東京都有楽町「東京交通会館」内の北九州
市東京事務所で古賀館長が講演
を行いました。東京での講演は初
めてとなります。清張の人となり
や作品を説明し、最後にオカリナ
を演奏しました。オカリナ独特の
柔らかい音色に、参加した皆様は
神妙に聞き入っておられました。

北九州市東京事務所で講演をしました

こ
れ
か
ら
何
か
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。現在入手しやすい本

『張込み 傑作短編集（五）』 新潮文庫
『松本清張傑作短篇コレクション（上）』文春文庫

　例年8月に開館記念講演会を実施しておりましたが、今年度は
２月２２日にミステリー作家の方々をお招きしてトークショーを開催
することになりました。ぜひ北九州市に足をお運びください。
　また、９月２０日から特別企画展「軍都の風景と占領
の影 松本清張の戦前・戦後」を開催しております。
皆様のご来館を心よりお待ちしています。(Y.K)

編集後記
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